
戊
子
十
月
日
展
審
査
會
席
上
賦
呈
驥
山
兄 

淡
妝
濃
抹
競
誇
工
。
衒
異
追
新
古
意
空
。
正
脈
欽
君
椽

大
筆
。
逍
遙
二
字
壓
場
雄
。 

淡
汝
濃
抹
競
っ
て
工
を
誇
る
。
異
を
衒(

て
ら)

い
新
を
追
い
て
古
意
空
し
。
正
脈
欽
ず
君
が
椽
大
の
筆
。
逍
遙

の
二
字
場
を
壓
し
て
雄
な
り
。(
東
韻
、
工
、
空
、
雄)

。 

今
か
ら
五
十
数
年
前
、
長
崎
か
ら
七
里
、
西
に
突
出
し
た
野
母
崎
と
い
う
一
寒
村
の
海
蔵
寺
と
い
う
真
宗
寺
に
青
年
驥
山

先
生
が
現
れ
て
字
の
講
釈
を
さ
れ
た
。
先
生
当
時
三
十
に
な
る
や
な
ら
ず
、
私
十
に
な
る
や
な
ら
ず
、
そ
の
時
書
い
て
貰
っ

た
蘭
亭
の
節
臨
半
折
。
そ
の
書
風
が
、
現
今
の
行
書
と
余
り
変
わ
ら
な
い
。
数
年
前
そ
の
節
臨
は
老
驥
山
先
生
の
御
希
望
で

近
作
と
取
り
替
え
て
貰
っ
た
か
ら
篠
の
井
に
保
存
さ
れ
て
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
余
談
。
併
し
先
生
は
終
始
古
意
を
尊

ば
れ
る
と
い
う
証
左
に
は
な
る
。
そ
の
近
作
に
添
え
て
賜
わ
っ
た
詩
を
、
こ
の
場
所
を
借
り
て
披
露
さ
せ
て
戴
く
。 

「
一
樟
扁
舟
水
接
天
。
青
山
蘸
影
白
鴎
前
。
前
遊
緬
想
奈
吾
老
。
負
此
風
光
五
十
年
。
老
驥
傖
父
」
。 

 

游
三
崎 

城
島
如
眉
海
上
浮
。
天
然
屏
障
護
津
頭
。
危
檣
亂
立
鴎

群
舞
。
畫
裏
風
光
漁
港
秋
。 

城
島
眉
の
如
く
海
上
に
浮
ぶ
。
天
然
の
屏
障
津
頭
を
護
る
。
危
檣
亂
立
、.

鴎
群
舞
。
画
裏
風
光
漁
港
の
秋
。 (

尤

韻
、
浮
、
頭
、
秋) 

飛
び
交
う
に
鳶
は
鳴
か
ぬ
か
曇
れ
る
に
雨
は
降
ら
ぬ
か
こ
こ
城
ケ
島 
 

野
方
旧
作 

舟
過
奇
石
怪
巖
間
。
波
浪
直
連
南
米
山
。
回
櫂
欲
探
覘

魚
窟
。
一
篷
嵐
翠
入
油
灣
。 

舟
は
過
ぐ
奇
石
怪
巌
の
間
。
波
浪
直
ち
に
連
る
南
米
の
山
。
回
櫂
探
ら
ん
と
欲
す
覘
魚
の
窟
。
一
篷
の
嵐
翠
汕

湾
に
入
る
。(

刪
韻
、
間
、
山
、
湾) 

お
の
か
じ
し
泳
ぎ
て
居
れ
ば
し
こ
魚
の
お
こ
ぜ
と
い
へ
ど
美
し
き
も
の(

油
壺
水
族
館 

野
方
旧
作) 

 

平
山
光
稜
苑
詩
會
席
上
分
韻
得
支 

聞
説
雲
林
援
筆
時
。
山
靈
水
伯
暗
扶
之
。
光
稜
秋
色
誰

描
出
。
宛
是
無
聲
一
幅
詩
。 

聞
く
な
ら
く
雲
林
筆
を
援
る
時
、
山
靈
水
伯
暗
に
之
を
扶(

た
す)

く
と
。
光
稜
の
秋
色
誰
か
描
き
出
だ
す
。
宛(

さ

な
が)

ら
是
れ
無
声
一
幅
の
詩
。(

支
韻
、
時
、
之
、
詩) 



く
じ
び
き
に
依
っ
て
支
韻
に
当
り
、
芳
翠
先
生
作
詩
の
時
、
倪
雲
林
来
っ
て
暗
に
之
を
扶
け
し
か
と
思
わ
れ
る
程
当
意
即

妙
。 

 
五
井
錬
心
書
道
曾
席
上
次
蛻
道
人
詩
韻 

把
酒
揮
毫
興
更
加
。
只
慚
春
蚓
又
秋
蛇
。
臨
池
千
載
多

知
己
。
共
賞
東
籬
一
簇
花
。 

酒
を
把
っ
て
亳
を
揮
え
ば
興
更
に
加
わ
る
。
只
慚(

は)

ず
春
蚓(

し
ゅ
ん
い
ん)

又
秋
蛇(

し
ゅ
う
だ)

。
臨
池
千
載
知

己
多
し
。
共
に
賞
す
東
籬
一
簇
の
花
。(

麻
韻
、
加
、
蛇
、
花) 

酒
、
書
、
詩
、
世
は
漸
次
、
平
静
に
復
し
つ
つ
あ
り
し
が
如
し
。 

 

時
事
漫
吟 

唐
李
青
蓮
晋
伯
倫
。
再
生
相
會
是
前
因
。
酒
中
豪
客
今

誰
在
。
一
指
先
鉤
虎
大
臣
。 

唐
の
李
青
蓮
、
晋
の
伯
倫
。
再
生
相
会
す
是
れ
前
因
。
酒
中
の
豪
客
今
誰
か
在
る
。
一
指
先
づ
鉤(

こ
う)

す
虎

大
臣
。(

眞
韻
、
倫
、
囚
、
臣) 

李
白
、
劉
伶
に
な
ら
べ
て
酒
徳
詩
に
列
せ
し
む
べ
く
、
先
づ
第
一
番
に
指
折
り
と
な
っ
た
乕
大
臣
。
我
是
誰
…
。
第
二
暗

示
、
酒
和
山
麓
の
お
と
ど
。 

尚
、
先
生
は
虎
大
臣
を
我
が
党
の
士
と
し
て
尤
も
敬
愛
す
る
一
人
で
あ
る
こ
と
を
附
記
す
る
。 

 

戊
子
十
二
月
陪
驥
山
兄
訪
淺
子
氏
于
城
北
嘉
壽
庵
此
日
恰
値
陰

暦
十
六
夜 

北
去
部
門
十
里
餘
。
古
刀
江
畔
訪
僊
居
。
老
松
一
夜
懸

明
月
。
滿
地
影
成
龍
爪
書
。 

北
都
門
を
去
る
十
里
余
。
古
刀
江
畔
仙
居
を
訪
う
。
老
松
一
夜
明
月
を
懸
け
て
。
満
地
の
影
は
成
す
龍
爪
書
。

(

魚
韻
、
餘
、
居
、
書) 

前
に
は
屋
漏
痕
、
錐
画
沙
、
今
亦(

ま
た)

松
影
を
龍
爪
書
と
見
ら
れ
た
。
常
に
書
を
離
れ
ぬ
日
常
で
あ
る
。
松
の
幹
を
龍

鱗
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
の
連
想
で
も
あ
ら
う
か
。
龍
爪
は
詩
人
永
年
愛
用
筆
の
銘
で
も
あ
る
。 

洛
北
風
光
野
趣
新
。
尊
前
又
列
海
山
珍
。
就
中
飽
領
何



尤
美
。
爾
汝
忘
形
情
味
眞
。 

洛
北
の
風
光
野
趣
新
た
な
り
。
尊
前
又
列(

つ
ら)

ぬ
海
山
の
珍
。
中
ん
づ
く
飽
領
、
何
か
尤
も
美
。
爾
汝
忘
形

情
味
の
昆
。(
眞
鰻
、
新
、
珍
、
眞) 

景
色
も
よ
い
、
酒
も
旨
い
、
御
馳
走
も
結
構
だ
、
が
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
嬉
し
い
の
は
、
何
の
遠
慮
も
な
い
お
互
い
の
真

情
だ
と
仰
し
ゃ
る
。
近
松
も
云
っ
た
、
「
な
ん
の
遠
慮
も
な
い
し
よ
う
の
、
世
話
し
ら
れ
て
も
恩
に
着
ぬ
、
ほ
ん
の
め
を
と

と
思
ふ
も
の
」(

近
頃
河
原
の
達
引)

ま
こ
と
に
、
心
の
合
致
こ
そ
人
の
世
の
エ
ク
ス
タ
シ
ー
で
あ
る
。 

 

璞
社
餞
歳
筵
席
上
次
迪
堂
翁
詩
韻 

牢
落
平
生
臥
艸
堂
。
偶
追
騒
客
共
瓊
觴
。
群
賢
咳
唾
皆

珠
玉
。
酣
醉
漸
吾
一
酒
狂
。 

牢
落
平
生
艸
堂
に
臥
す
。
偶
ま
騒
客
を
追
ふ
て
瓊
觴
を
共
に
す
。
群
賢
の
咳
睡
皆
珠
玉
。
酣
醉
慚
づ
吾
れ
一
酒

狂
。(

陽
韻
、
堂
、
觴
、
狂) 

桃
李
園
の
序
を
想
は
す
る
一
首
で
あ
る
。
そ
れ
は
春
夜
、
こ
れ
は
歳
送
り
の
冬
。 

 

次
嶺
風
君
劫
餘
雜
咏
韻 

回
天
偉
業
忽
歸
空
。
絶
代
榮
華
一
夢
中
。
筆
硯
休
言
是

閑
事
。
墨
光
煜
煜
燿
無
窮
。 

回
天
の
偉
業
忽
ち
空
に
帰
し
。
絶
代
の
栄
華
一
歩
の
中
。
筆
硯
言
う
な
か
れ
是
れ
閑
事
と
。
墨
光
煜
々
と
し
て

無
窮
に
輝
く
。(

東
韻
、
空
、
中
、
窮) 

千
年
の
歴
史
を
か
ん
が
へ
て
見
て
も
、
栄
枯
盛
衰
賽
の
河
原
の
如
く
繰
り
返
え
し
て
居
る
こ
と
が
解
る
で
あ
ら
う
。
こ
れ

を
貫
い
て
無
窮
に
輝
い
て
い
る
の
は
真
の
書
道
。 

幼
少
獻
書
丞
相
祠
。
寒
梅
雪
裡
著
花
時
。
如
今
此
筆
與

人
老
。
不
涅
當
年
純
潔
姿
。 

幼
少
書
を
献
ず
宰
相
の
祠
、
寒
梅
雪
裡
花
を
著
く
る
時
。
如
今
此
の
筆
入
と
と
も
に
老
い
た
れ
ど
も
、
涅
ま
ず

当
年
の
純
潔
の
姿
。(

支
韻
、
祠
、
時
、
姿) 

天
神
様
で
あ
ら
う
。
私
も
幼
い
時
母
に
つ
れ
ら
れ
て
、
献
書
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
時
境
内
に
梅
干
の
た
ね
が
や
た
ら

に
置
い
で
あ
っ
た
こ
と
を
未
だ
に
忘
れ
な
い
。
そ
の
お
か
げ
で
あ
ら
う
か
、
こ
の
位
に
で
も
字
が
書
け
る
の
は
。 

照
鏡
初
驚
鬢
雪
堆
。
稜
稜
吟
骨
對
寒
梅
。
流
離
子
弟
放

浪
客
。
何
日
相
逢
倶
擧
杯
。 



鏡
に
照
し
て
初
め
て
驚
く
鬢
雪
の
堆
き
に
。
稜
々
た
る
吟
骨
寒
梅
に
対
す
。
流
離
の
子
弟
放
浪
の
客
。
何
れ
の

日
に
か
相
逢
う
て
供
に
杯
を
挙
げ
ん
。(

灰
韻
、
堆
、
梅
、
杯) 

ま
す
か
が
み
そ
こ
な
る
か
げ
に
む
か
ひ
ゐ
て
み
る
と
き
に
こ
そ
し
ら
ぬ
お
き
な
に
あ
ふ
こ
こ
ち
す
る 

(

躬
恒
－
拾
遺
集
旋
醐
歌) 

こ
う
、
急
に
ふ
け
た
の
も
戦
禍
の
た
め
で
あ
ら
う
か
。
当
時
、
ま
こ
と
に
音
信
不
通
、
幾
萬
の
子
弟
。
こ
の
嘆
を
発
せ
ら

れ
た
こ
と
御
尤
で
あ
る
。
私
も
二
十
年
前
添
削
を
受
け
な
が
ら
、
お
目
に
か
か
れ
な
か
っ
た
嶺
風
先
生
に
初
め
て
相
見
え
得

た
の
は
。
樗
師
院
賞
受
賞
祝
賀
会
に
於
て
で
あ
っ
た
。 

 偶
成 

卅
載
臨
池
我
忘
吾
。
筆
端
風
月
足
清
娯
。
劫
餘
濁
浪
沖

天
處
。
硯
海
平
安
獨
守
愚
。 

卅
載
臨
他
我
れ
吾
を
忘
る
。
筆
端
の
風
月
清
娯
足
る
、
劫
余
濁
浪
天
に
冲
す
る
処
。
硯
海
平
安
独
り
愚
を
守
る
。

(

虞
韻
、
吾
、
娯
、
愚) 

書
、
我
、
一
如
、
至
人
の
言
。 

 次
秀
峰
君
荷
花
莊
十
首
韻 

藕
莊
十
詠
意
縦
横
。
珠
玉
綴
成
珊
有
聲
。
吟
去
吟
來
香

遠
近
。
篇
篇
難
弟
又
難
兄
。 

藕
荘
十
詠
意
縦
横
。
珠
玉
綴
り
成
し
て
珊
と
し
て
声
有
り
。
吟
じ
去
り
吟
じ
来
っ
て
香
遠
近
。
篇
々
弟
た
り
難

く
又
兄
た
り
難
し
。(

庚
韻
、
横
、
聲
、
兄) 

こ
の
詩
に
依
っ
て
原
韻
の
作
者
を
想
う
に
、
周
茂
叔
が
如
く
、
蓮
を
愛
す
る
人
な
る
べ
し
。 

馳
騁
墨
場
携
手
來
。
移
山
早
已
上
蓮
臺
。
應
酬
詩
篇
在

筐
底
。
披
閲
燈
前
黯
涙
催
。 

墨
場
に
馳
騁
し
て
手
を
携
え
て
来
る
。
移
山
早
く
己
に
蓮
台
に
上
る
。
応
酬
の
詩
編
筐
底
に
在
り
。
披
閲
し
て

灯
前
暗
涙
催
す
。(

灰
韻
、
來
、
臺
、
催) 

か
た
み
に
残
る
詩
に
依
っ
て
亡
友
佐
分
移
山
を
し
の
ぶ
情
切
な
り
。 

八
仙
曽
酌
夕
陽
前
。
滿
目
霜
楓
紅
欲
然
。
今
日
重
來
函

嶺
路
。
白
頭
孤
嘯
古
關
邊
。 

八
仙
曽
て
酌
む
夕
陽
の
前
。
満
目
の
霜
楓
紅
然
え
ん
と
欲
す
。
今
日
重
ね
て
来
る
函
嶺
の
路
。
白
頭
孤
り
嘯
く

古
関
の
辺
。(

先
韻
、
前
、
然
、
邊) 



後
出
、
函
山
八
仙
歌
を
参
照
し
本
作
の
妙
を
味
わ
う
べ
き
で
あ
る
。 

曽
到
龍
田
上
野
航
。
節
過
菡
萏
不
留
香
。
誦
來
玉
什
意

頻
動
。
明
歳
會
當
尋
藕
莊
。 

曽
っ
て
龍
田
に
到
っ
て
野
航
に
上
る
。
節
過
ぎ
て
菡
萏
香
を
留
め
ず
。
玉
什
を
誦
し
来
っ
て
意
頻
り
に
動
く
。

明
歳
か
な
ら
ず
当
に
藕
荘
を
尋
ぬ
べ
し
。(

陽
韻
、
航
、
香
、
荘) 

前
山
、
訪
淋
榊
友
砂
洲
君
子
立
田
村
四
首
と
併
せ
味
読
す
べ
し
。 

吾
訪
藕
莊
君
請
來
。
主
賓
鼎
坐
共
傾
杯
。
一
觴
一
詠
荷

香
裡
。
醉
試
塗
鴉
亦
快
哉
。 

吾
れ
藕
荘
を
訪
わ
ば
君
請
う
来
れ
。
主
賓
鼎
坐
共
に
杯
を
傾
け
ん
。
一
觴
一
詠
荷
香
の
裡
。
酔
う
て
塗
鴉
を
試

む
る
も
亦
快
な
ら
ず
や
。(

灰
韻
、
來
、
杯
、
哉) 

こ
の
企
て
が
実
現
さ
れ
た
な
ら
ば
蘭
亭
記
に
も
比
す
べ
き
藕
荘
記
が
作
さ
れ
た
筈
で
あ
る
。 

遠
望
眉
山
峙
似
屏
。
他
時
對
此
擬
題
銘
。
硯
池
朝
灑
荷

花
露
。
巨
筆
揮
來
字
字
馨
。 

遠
く
眉
山
を
望
め
ば
峙
っ
て
屏
に
似
た
り
。
他
時
此
れ
に
対
し
て
銘
を
題
せ
ん
と
擬
す
。
硯
池
あ
し
た
に
荷
花

の
露
を
灑
い
で
。
巨
筆
揮
い
来
れ
ば
字
々
馨
し
か
ら
ん
。(

青
韻
、
屏
、
銘
、
馨) 

千
歳
流
芳
の
摩
崖
碑
の
現
出
を
冀(

こ
い
ね
が)

う
こ
と
切
で
あ
る
。 

諸
君
發
興
擧
杯
頻
。
一
醉
援
毫
字
自
珍
。
借
問
酒
膓
誰

最
大
。
龍
蛇
滿
壁
孰
尤
伸
。 

諸
君
興
を
発
し
て
杯
を
挙
ぐ
る
こ
と
頻
り
な
り
。
一
酔
毫
を
援
っ
て
字
自
ら
珍
。
借
間
す
酒
腸
誰
か
最
も
大
。

龍
蛇
壁
に
満
ち
て
執
れ
か
尤
も
伸
ぶ
。(

眞
韻
、
頻
、

、
伸) 

珍

温
庭
筠
の
詩
に
「
落
筆
龍
蛇
満
壊
牆
」
と
あ
る
。 

十
里
荷
田
収
一
庭
。
眉
山
翠
黛
入
窓
櫺
。
緬
懷
清
曉
尋

香
處
。
釣
客
横
舟
夢
未
醒
。 

十
里
荷
田
一
庭
に
収
む
。
眉
山
の
翠
黛
窓
櫺
に
入
る
。
緬
懐
す
清
暁
香
を
尋
ぬ
る
処
。
釣
客
舟
に
横
た
は
っ
て

夢
未
だ
醒
め
ず
。(

青
韻
、
庭
、
櫺
、
醒) 

花
。
香
遠
く
し
て
益
々
清
く
。 

舟
。
遠
く
観
る
べ
く
し
て
褻
翫
す
べ
か
ら
ず
。(

愛
蓮
説) 

宴
罷
荷
莊
鳥
語
閒
。
朝
開
戸
牖
對
眉
山
。
雲
烟
滿
壁
欲

飛
動
。
醉
筆
何
論
王
與
顔
。 

宴
罷
ん
で
荷
荘
鳥
語
閒
な
り
。
朝
に
戸
牖
を
開
い
て
眉
山
に
対
す
。
雲
姻
壁
に
満
ち
て
飛
動
せ
ん
と
欲
す
。
酔



筆
何
ぞ
王
と
顔
と
を
諭
ぜ
ん
。(

刪
韻
、
閒
、
山
、
顔) 

王
は
王
右
軍
、
顔
は
顔
魯
公
。
眉
山
の
摩
崖
か
、
荷
荘
の
雲
姻
か
、
右
軍
の
龍
か
、
魯
公
の
蛇
か
、
宿
醉
未
だ
是
を
弁
ぜ

ず
。 

主
公
無
惜
擲
千
金
。
徹
道
人
知
雅
客
心
。
可
羨
移
山
門

下
士
。
忘
形
爾
汝
友
情
深
。 

主
公
惜
し
み
無
く
千
金
を
擲
つ
。
道
に
徹
す
る
の
人
は
知
る
雅
客
の
心
。
羨
む
べ
し
移
山
門
下
の
士
。
忘
形
爾

汝
友
情
深
し
。(

侵
韻
、
金
、
心
、
深) 

墨
容
を
迎
え
る
処
。
名
も
荷
花
荘
、
主
人
服
部
沙
洲
氏
と
、
こ
の
原
韻
荷
花
荘
十
首
の
作
者
武
市
秀
峰
氏
は
共
に
移
山
門

下
の
士
。
杜
少
陵
の
「
酔
時
歌
」
に
「
銭
を
得
て
は
即
ち
相
覔
め
、
酒
を
沽
う
て
復
た
疑
わ
ず
。
忘
形
爾
汝
に
到
る
。
痛
飲

真
に
我
が
師
」
と
あ
る
。
お
前
が
、
お
れ
が
と
い
う
ほ
ど
の
極
め
て
親
し
い
仲
を
い
う
。 

以
上
十
首
総
て
次
韻
で
あ
る
。
竹
雨
先
生
曽
て
樗
詩
の
次
韻
作
を
評
し
て
「
次
韻
の
痕
跡
無
し
」
と
言
わ
れ
た
。 

 

戊
子
歳
晩
臥
病 

馳
騁
江
湖
翰
墨
場
。
閑
人
事
業
亦
何
忙
。
一
朝
臥
病
硯

池
涸
。
却
得
遣
懷
詩
幾
章
。 

馳
騁
江
湖
翰
墨
の
場
。
閑
人
の
事
業
亦
何
ぞ
忙
。
一
朝
病
に
臥
し
て
硯
池
涸
る
。
却
っ
て
得
た
り
遣
懐
詩
幾
章
。

(

陽
韻
、
場
、
忙
、
章) 

蘇
東
坡
日
く
「
病
に
因
っ
て
閑
を
得
る
殊
に
悪
し
か
ら
ず
。
」
と
。 

 

己
丑
元
旦
恭
賦
宸
題
朝
雪 

昭
和
二
十
四
年 

劫
灰
惨
澹
滿
都
門
。
懷
壁
頽
墻
留
弾
痕
。
天
壓
風
塵
飛

玉
屑
。
玲
瓏
描
出
別
乾
坤
。 

劫
灰
惨
澹
と
し
て
都
門
に
満
つ
。
壊
壁
頽
墻
弾
痕
を
留
む
。
天
風
塵
を
壓
し
て
玉
屑
を
飛
ば
し
。
玲
瓏
描
き
出

だ
す
別
乾
坤
。(

元
韻
、
門
、
痕
、
坤) 

終
戦
後
四
年
を
経
る
も
猶
こ
の
惨
状
、
目
を
掩
う
手
を
、
し
ば
し
で
も
休
め
し
め
ん
と
、
天
帝
の
意
、
詩
人
の
筆
。 

 

歳
朝
書
懷 

次
芳
雲
先
生
韻 

賡
酬
手
寫
薛
濤
箋
。
翰
墨
優
游
別
有
天
。
偶
賦
新
詩
慚



後
輩
。
例
磨
古
硯
學
先
賢
。
驪
珠
誰
握
文
壇
上
。
蝸
篆

吾
題
書
案
前
。
儋
石
無
儲
高
枕
睡
。
嘯
花
吟
月
送
殘
年
。 

賡
酬
手
づ
か
ら
写
す
薛
濤
箋
。
翰
墨
優
游
別
に
天
有
り
。
偶
ま
新
詩
を
賦
し
て
後
輩
に
慚
じ
。
例
に
古
硯
を
磨

し
て
先
賢
を
学
ぶ
。
驪
珠
誰
か
握
る
文
壇
の
上
。
蝸
篆
吾
れ
題
す
書
案
の
前
。
儋
石
儲
無
く
枕
を
高
う
し
て
睡
る
。

嘯
花
吟
月
残
年
を
送
ら
ん
。(
先
韻
、
箋
、
天
、
賢
、
前
、
年) 

律
詩
は
対
句
の
故
に
成
作
至
難
と
さ
れ
て
居
る
。
而
も
こ
の
作
は
次
韻
で
あ
る
。
妙
を
知
る
た
め
に
、
頷
聯
・
頸
聯
を
、

原
型
に
復
し
て
鑑
賞
に
供
し
た
い
。 

偶
賦
新
詩
慚
後
輩 

例
磨
古
硯
學
先
賢 

(

頷
聯) 

驪
珠
誰
握
文
壇
上 

蝸
篆
吾
題
書
案
前 

(
頸
聯) 

 寫
報
徳
訓
誤
脱
一
不
字
即
題
一
詩
付
之
後
生 

細
寫
訓
言
終
脱
字
。
古
賢
深
意
恐
難
通
。
留
將
敗
紙
爲

殷
鑑
。
精
慮
無
虧
九
仭
功
。 

竹
雨
曰
。
不
藏
其
過
。
以
訓
後
生
。
可
謂
厚
于
道
也
。 

細
か
に
訓
言
を
写
し
て
終
り
に
字
を
脱
す
。
古
賢
の
深
意
恐
ら
く
は
通
じ
難
し
。
敗
紙
を
留
め
将
っ
て
殷
鑑
と

爲
す
。
精
慮
虧
く
な
か
れ
九
仭
の
功
。(

東
韻
、
通
、
功) 

竹
雨
先
生
評
し
て
曰
く
「
其
の
過
を
蔵
さ
ず
、
以
て
後
生
に
訓
え
る
、
道
に
厚
し
と
謂
う
べ
き
也
。
」 

 

偶
成 

病
餘
偶
拂
硯
池
塵
。
意
筆
乖
離
難
暢
神
。
兵
馬
十
年
徒

倥
傯
。
奈
何
墨
海
此
沈
淪
。 

病
余
偶
ま
払
う
硯
池
の
塵
。
意
筆
乖
離
し
て
神
を
暢
ば
し
難
し
。
兵
馬
十
年
徒
ら
に
倥
傯
。
墨
海
の
此
の
沈
淪

を
い
か
ん
せ
ん
。(

眞
韻
、
塵
、
神
、
淪) 

僅
か
の
間
の
病
臥
に
さ
え
、
筆
、
意
の
如
く
な
ら
ず
、
況
ん
や
十
年
間
の
戦
争
に
よ
る
空
白
、
書
道
の
妨
礙
は
か
ら
れ
ず

と
嘆
か
れ
た
。 

 壽
野
内
翁
八
秩
次
其
自
述
韻 

齢
躋
八
秩
事
農
耕
。
門
有
兒
孫
欣
舞
迎
。
知
命
樂
天
安



我
分
。
壽
康
何
用
學
長
生
。 

齢
八
秩
に
躋
っ
て
農
耕
を
事
と
す
。
門
に
児
孫
の
欣
舞
し
て
迎
え
る
有
り
。
命
を
知
り
天
を
楽
ん
で
我
が
分
に

安
ん
ず
。
寿
康
何
ぞ
用
い
ん
長
生
を
学
ぶ
を
。(

庚
韻
、
耕
、
迎
、
生) 

楽
天
、
知
命
、
安
分
、
即
長
生
。 

 

聞
宮
澤
秀
臣
翁
齢
躋
喜
壽
門
生
爲
翁
有
筆
塚
建
設
之
擧
詩
以
賀 

育
英
布
教
捧
生
涯
。
喜
壽
澄
懷
親
硯
池
。
耕
帋
如
山
筆

成
塚
。
宛
然
當
代
永
禪
師
。 

育
英
布
教
生
涯
を
捧
ぐ
。
喜
寿
懐
を
澄
ま
し
て
硯
池
に
親
し
む
。
耕
帋
山
の
如
く
筆
塚
を
成
す
。
宛
然
当
代
の

永
禅
師
。(

支
韻
、
涯
、
池
、
師) 

智
永
は
筆
塚
の
元
祖
、
真
草
千
字
文
八
百
本
を
揮
毫
し
て
末
寺
に
配
っ
た
と
言
わ
れ
る
。 

 

賀
土
屋
竹
雨
先
生
列
藝
術
院
會
員 

蟹
行
文
字
横
行
日
。
名
列
藝
園
朝
上
天
。
搖
嶽
凌
滄
千

古
業
。
騒
壇
齊
迎
老
詩
仙
。 

蟹
行
の
文
字
横
行
の
日
。
名
は
芸
園
に
列
し
て
朝
に
天
に
上
る
。
揺
嶽
凌
滄
千
古
の
業
。
騒
壇
斉
し
く
仰
ぐ
老

詩
仙
。(

先
韻
、
天
、
仙) 

李
白
の
江
上
吟
に
「
興
酣
に
し
て
筆
を
落
せ
ば
五
嶽
を
揺
か
し
、
詩
成
っ
て
笑
倣
滄
洲
を
凌
ぐ
」
と
あ
る
、
揺
嶽
凌
滄
は

こ
れ
か
ら
出
て
い
る
。
米
俗
欧
風
跋
扈
の
と
き
、
東
洋
詩
文
を
以
て
芸
術
院
会
員
に
列
せ
ら
る
。
げ
に
、
乾
坤
を
う
ご
か
す

も
の
は
詩
文
で
あ
る
。 

 

次
津
金
鶴
仙
君
見
寄
韻 

剪
取
芭
蕉
代
彩
箋
。
風
懷
補
得
劫
餘
天
。
園
林
只
恐
雨

聲
絶
。
蛙
子
那
邊
參
坐
禪
。 

芭
蕉
を
剪
取
し
て
彩
箋
に
代
う
。
風
懐
補
い
得
た
り
劫
余
の
天
。
園
林
只
恐
る
雨
声
絶
え
。
蛙
子
那
辺
に
か
坐

禅
に
参
ず
。(

先
韻
、
箋
、
天
、
禅) 

芭
蕉
の
葉
に
揮
毫
す
る
の
は
面
白
い
。
が
、
切
り
取
っ
た
ら
、
雨
が
降
っ
て
も
た
た
い
て
音
さ
す
葉
っ
ぱ
が
な
い
。
蛙
の

参
禅
す
る
場
所
が
無
い
。 



次
新
井
琢
齋
君
華
甲
自
述
韻 

學
篆
揮
刀
六
十
年
。
人
圓
技
熟
玉
熒
然
。
願
君
壽
考
如

金
石
。
名
與
荃
翁
千
載
傳
。 

篆
を
学
び
刀
を
揮
う
六
十
年
。
人
円
か
に
技
熟
し
て
熒
然
た
り
。
願
わ
く
は
君
、
寿
考
金
石
の
如
く
。
名
は
荃

翁
と
千
載
に
伝
え
ん
こ
と
を
。 (
先
韻
、
年
、
然
、
伝) 

琢
齋
－
玉
荃
然
。
措
辞
の
懇
篤
学
ぶ
べ
し
。 

 

結
盧 

漂
泊
多
年
再
結
家
。
蕭
條
却
喜
少
紛
譁
。
三
間
書
屋
能

容
膝
。
一
巻
南
華
一
椀
茶
。 

漂
泊
多
年
再
び
家
を
結
ぶ
。
蕭
条
却
っ
て
喜
ぶ
紛
譁
の
少
な
る
を
。
三
間
の
書
屋
能
く
膝
を
容
る
。
一
巻
の
南

華
一
椀
の
茶
。(

麻
韻
、
家
、
譁
、
茶) 

然
り
而
し
て
、
膝
を
容
る
る
を
許
さ
れ
し
者
数
を
知
ら
ず
。
一
卷
の
南
華
、
万
句
を
生
み
、
一
椀
の
苦
茗
、
千
歳
の
書
を

成
す
。 

 

次
名
越
機
外
君
見
寄
韻 

墨
海
優
游
逸
興
同
。
豈
無
奔
浪
激
狂
風
。
指
南
車
是
先

賢
筆
。
温
故
只
當
期
有
終
。 

竹
雨
曰
。
謙
恭
秉
心
。
不
伐
其
長
。
綽
有
古
人
之
風
。 

墨
海
優
游
逸
興
同
じ
。
豈
奔
浪
の
狂
風
に
激
す
る
無
か
ら
ん
や
。
指
南
車
は
是
れ
先
賢
の
筆
。
温
故
只
ま
さ
に

有
終
を
期
す
べ
し
。(

東
韻
、
同
、
風
、
終) 

衆
生
済
度
如
斯
。 

 

樗 

焦
土
自
生
三
丈
樗
。
一
庭
翠
色
繞
茅
盧
。
世
人
重
利
論

材
質
。
我
愛
清
陰
涼
有
餘
。 



焦
土
自
ら
生
ず
三
丈
の
樗
。
一
庭
の
翠
色
茅
廬
を
繞
る
。
世
人
利
を
重
ん
じ
て
材
質
を
論
ず
。
我
は
愛
す
清
陰

の
涼
余
り
有
る
を
。(

魚
韻
、
樗
、
廬
、
余) 

樗
盦
の
縁
起
で
あ
る
。
名
が
判
ら
な
い
ま
ま
に
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
長
す
る
樹
を
来
訪
の
津
金
鶴
仙
氏
が
、
信
州
に
沢
山
あ
る
「
ぬ

る
で
」
で
、
荘
子
に
謂
う
樗
櫟
の
樗
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
そ
こ
で
採
っ
て
庵
号
と
さ
れ
た
と
い
う
。 

 

次
流
石
君
述
懷
韻
二
首 

塵
網
卌
餘
年
。
偸
生
徒
碌
碌
。
羨
君
詩
境
閑
。
萬
巻
盈

胸
腹
。 

塵
網
卌
余
年
。
生
を
偸
ん
で
徒
ら
に
碌
碌
。
羨
む
君
が
詩
境
閑
に
し
て
。
万
巻
胸
腹
に
盈
つ
る
を
。(

沃
韻
、
碌
、

腹) 

塵
網
の
中
に
落
つ
る
こ
と
四
十
余
年
、
羨
や
ま
し
き
は
君
、
腹
笥
に
万
巻
の
書
を
貯
え
る
を
。 

塗
鴉
成
痼
癖
。
親
灸
聖
賢
言
。
守
拙
唯
娯
我
。
毀
譽
何

足
論
。 

塗
鴉
痼
癖
を
成
す
。
親
灸
す
聖
賢
の
言
。
拙
を
守
を
守
っ
て
唯
我
を
娯
し
む
。
毀
与
何
ぞ
諭
ず
る
に
足
ら
ん
。

(

元
韻
、
言
、
論) 

放
庵
先
生
曾
て
曾
て
曰
く
、「
書
道
界
の
毀
与
褒
貶
、
夥
多
驚
く
べ
し
」
と
。 

 

修
戰
歿
社
友
慰
霊
祭
於
奥
多
摩
寒
山
寺 

書
海
同
舟
有
宿
縁
。
共
分
硯
水
幾
年
年
。
滄
桑
今
日
人

何
處
。
一
瓣
心
香
一
片
煙
。 

竹
雨
曰
。
憑
弔
舊
交
。
黯
然
神
傷
。
詩
亦
涙
墨
交
印
。
不
耐
卒
讀
。 

書
海
同
舟
宿
縁
有
り
。
共
に
硯
水
を
分
つ
幾
年
々
。
滄
桑
今
日
、
人
何
れ
の
処
ぞ
。
一
弁
の
心
香
一
片
の
煙
。 

(

先
韻
、
縁
、
年
、
煙) 

竹
雨
先
生
評
し
て
曰
く
「
旧
交
を

憑
弔
し
、
黯
然
と
し
て
神
傷
む
。
詩
も
亦
、
涙
墨
、
交
々
印
す
。
卒
読
す

る
に
耐
え
ず
」
と
。 

 

寄
驥
山
老
契 



把
臂
常
親
君
與
余
。
何
期
劫
後
久
離
居
。
山
重
水
複
路

千
里
。
一
片
冰
心
付
雁
魚
。 

臂
を
把
っ
て
常
に
親
し
む
君
と
余
と
。
何
ぞ
期
せ
ん
劫
後
久
し
く
離
居
す
る
を
。
山
重
水
復
路
千
里
。
一
片
の

冰
心
雁
魚
に
付
す
。 

一
首
の
情
を
温
む
る
こ
と
千
万
言
と
雖
も
こ
れ
に
及
ば
ず
。 

同
看
紅
葉
映
溪
流
。
環
翠
樓
頭
八
酒
儔
。
豪
興
如
今
與

誰
共
。
函
山
依
舊
白
雲
悠
。 

同
じ
く
看
る
紅
葉
の
渓
流
に
映
ず
る
を
。
環
翠
楼
頭
の
八
酒
儔
。
豪
興
如
今
誰
と
共
に
せ
ん
。
凾
山
旧
に
依
っ

て
白
雲
悠
た
り
。(

尤
韻
、
流
、
儔
、
悠) 

紅
葉
に
説
き
起
こ
し
白
雲
を
以
て
結
ぶ
。
対
比
の
妙
。
語
出
、
凾
山
八
仙
歌
を
参
照
す
べ
し
。 

俯
聽
流
水
弄
潺
湲
。
仰
見
歸
鴉
過
杪
間
。
山
雨
沛
然
來

又
歇
。
暮
蟬
聲
裡
白
雲
還
。 

俯
し
て
聴
く
流
水
の
潺
湲
を
弄
す
る
を
。
仰
い
で
見
る
帰
鴉
の
杪
間
を
過
ぐ
る
を
。
山
雨
沛
然
と
し
て
来
て
又

歇
む
。
暮
蝉
声
裡
白
雲
還
る
。(

刪
韻
、
湲
、
間
、
還) 

河
声
、
鴉
声
、
雨
声
、
蝉
声
を
起
承
転
結
の
各
句
に
配
さ
れ
、
自
然
の
交
響
楽
が
聞
こ
え
る
様
で
あ
る
。
こ
れ
を
こ
れ
天

籟
と
い
う
。 

 

杷
酒
對
月 

璞
社
詩
筵
分
韻
得
先 

典
午
風
流
文
字
縁
。
良
宵
簪
筆
侍
詩
筵
。
興
來
頻
噏
杯

中
月
。
滿
引
清
光
身
欲
仙
。 

典
午
の
風
流
文
字
の
縁
。
良
宵
筆
を
簪
し
て
詩
筵
に
侍
す
。
興
来
っ
て
頻
り
に
噏
う
杯
中
の
月
。
清
光
を
満
引

し
て
身
、
仙
な
ら
ん
と
欲
す
。(

先
韻
、
縁
、
筵
、
仙) 

典
午
は
晋
の
こ
と
で
即
ち
蘭
亭
の
風
流
を
さ
す
。 

 

乙
丑
秋
分
催
書
海
三
百
號
記
念
展
覧
會
慰
勞
小
宴
于
函
嶺
仙
石

原 幾
旬
共
騁
市
塵
間
。
載
酒
揮
筇
上
碧
山
。
一
浴
飛
觴
洗



心
耳
。
壷
天
又
得
爛
柯
閒
。 

幾
旬
か
共
に
騁
ず
市
塵
の
間
。
酒
を
載
せ
筇
を
揮
う
て
碧
山
に
上
る
。
一
浴
觴
を
飛
ば
し
て
心
耳
を
洗
う
。
壷

天
又
得
た
り
爛
柯
の
閒
。(

刪
韻
、
間
、
山
、
閒) 

晋
の
王
質
と
い
う
樵
者(

き
こ
り)

が
童
子
た
ち
の
打
つ
碁
に
見
と
れ
て
居
る
間
に
、
彼
の
柯(

斧
の
柄)

が
爛(

く
さ)

れ
て
し

ま
っ
た
程
の
久
し
い
年
代
が
経
っ
て
居
た
と
い
う
故
事
か
ら
、
爛
柯
を
園
碁
に
「
フ
ケ
ル
」
こ
と
に
言
い
。
汝
南
市
中
の
売

薬
翁
が
跳
り
込
ん
だ
壷
の
中
に
金
殿
玉
楼
が
有
り
旨
酒
甘
肴
が
あ
っ
て
、
別
天
地
を
為
し
て
居
り
、
そ
こ
で
宴
楽
し
た
と
い

う
故
事
か
ら
壷
天
と
云
え
ば
、
酒
を
飲
む
楽
し
み
を
意
味
す
る
。 

が
、
こ
の
作
の
結
句
の
「
爛
柯
」
を
単
に
「
碁
」
と
解
し
て
は
な
ら
ず
、
又
、
「
壷
天
」
を
単
に
「
酒
の
楽
し
み
」
と
見

て
も
な
る
ま
い
。
過
去
と
い
う
概
念
に
壓
縮
さ
れ
て
、
一
口
に
三
百
号
と
云
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
『
爛
柯
』
と
い
う
文
字
に

籠
め
、
一
号
一
号
に
夫
れ
ぞ
れ
、
切
瑳
琢
磨
の
内
容
が
盛
ら
れ
で
あ
る
こ
と
を
「
壷
天
」
と
い
う
文
字
に
籠
め
ら
れ
た
。
詩

人
の
感
懐
と
し
て
鑑
賞
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

福
島
秦
雲
龍
君
見
贈
家
園
苹
果
賦
此
道
謝 

奥
州
苹
果
向
人
誇
。
盤
上
纍
纍
香
更
加
。
記
是
陽
春
訪

龍
窟
。
嬌
然
迎
我
滿
園
花
。 

奥
州
の
苹
果
人
に
向
っ
て
誇
る
。
盤
上
纍
々
番
更
に
加
わ
る
。
記
す
是
れ
陽
春
龍
窟
を
訪
ね
し
と
き
。
嬌
然
我

を
迎
え
し
満
園
の
花
。(

麻
韻
、
誇
、
加
、
花) 

実
も
花
も
あ
る
賦
。 

高
村
光
太
郎
も
リ
ン
ゴ
を
う
た
っ
た
。 

奥
州
花
巻
リ
ン
ゴ
の
名
所 

リ
ン
ゴ
数
々
品
あ
る
中
に 

阿
部
の
た
い
し
ょ
が
手
し
お
に
か
け
た 

国
光
紅
玉
デ
リ
シ
ャ
ス 

 
 
 
 
 
 

(

醉
中
吟) 

 

暮
秋 

林
頭
點
破
亂
飛
鴉
。
隔
澗
殘
雲
夕
照
斜
。
一
路
蕭
條
寺

門
外
。
何
人
逢
著
款
冬
花
。 

林
頭
点
破
す
乱
飛
の
鴉
。
澗
を
隔
つ
る
の
残
雪
夕
照
斜
め
な
り
。
一
路
蕭
条
、
寺
門
の
外
。
何
人
か
逢
著
す
款

冬
花
。(

麻
韻
、
鴉
、
斜
、
花) 

款
冬
と
は
フ
キ
の
こ
と
で
あ
る
。
款
冬
花
と
云
え
ば
フ
キ
の
薹
と
云
っ
て
親
し
ま
れ
て
居
る
。
款
は
よ
ろ
こ
ぶ
即
ち
冬
を
歓

ん
で
花
さ
く
義
と
注
せ
ら
れ
て
居
る
が
、
一
解
で
は
款
は
タ
タ
ク
、
凍
氷
を
た
た
い
て
花
咲
く
故
に
、
款
凍
と
も
款
東
と
も
書

く
と
。
正
月
の
野
方
で
は
必
ず
フ
キ
ノ
ト
ウ
が
か
た
ま
っ
た
花
を
日
溜
り
に
の
ぞ
か
せ
る
。
こ
の
詩
で
は
又
何
と
早
い
款
冬
の

花
で
あ
ら
う
。
ま
だ
秋
と
い
う
の
に
。 



そ
こ
で
庚
子
十
二
月
二
十
四
日
二
葉
会
最
終
稽
古
日
に
右
花
期
の
ず
れ
に
つ
い
て
、
師
に
乞
言
し
た
と
こ
ろ
三
体
詩
に
張
籍

の
「
賈
島
に
逢
う
」
と
題
す
る
七
絶
「
僧
房
逢
著
す
款
冬
花
、
寺
を
出
で
て
吟
行
す
れ
ば
日
已
に
斜
な
り
。
十
二
街
中
春
雪
遍

し
。
馬
蹄
今
去
っ
て
誰
が
家
に
か
入
ら
ん
。
」
が
あ
り
、
こ
の
詩
中
の
款
冬
花
を
ツ
ワ
ブ
キ
の
こ
と
と
し
て
説
か
れ
て
あ
る
故

に
、
劫
余
詩
存
「
暮
秋
」
中
の
「
款
冬
花
」
も
亦
、
「
ツ
ワ
ブ
キ
」
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
ツ

ワ
ブ
キ
と
は
「
石
蕗
」
又
は
、
「
橐
吾
」
と
漢
字
が
当
て
ら
れ
十
月
の
陽
に
匂
う
花
。
フ
キ
と
共
に
菊
科
に
属
す
る
。
野
方
で

は
丁
度
新
装
の
白
銀
の
富
士
の
見
ゆ
る
頃
相
対
し
て
黄
金
色
に
輝
い
て
咲
き
ほ
こ
る
。 

 

迎
奇
石
君
于
樗
盦
席
上
次
見
似
韻 

賣
書
沽
酒
酒
盈
瓶
。
機
巧
何
論
緯
與
經
。
一
醉
圍
棋
無

俗
事
。
子
聲
隔
竹
只
丁
丁
。 

書
を
売
り
酒
を
沽
い
て
酒
瓶
に
盈
つ
。
機
巧
何
ぞ
論
ぜ
ん
緯
と
経
と
。
一
醉
棋
を
圍
ん
で
俗
事
無
し
。
子
声
竹

を
隔
て
て
只
丁
々
。(

庚
韻
、
盈
、
経
、
丁) 

売
書
沽
酒
の
い
き
さ
つ
か
、
碁
の
筋
か
、
か
ら
み
の
手
談
か
、
鳥
か
鷺
か
、
丁
々
発
止
。 

塵
世
毀
譽
吾
那
關
。
隠
居
市
井
亦
仙
寰
。
臨
池
忙
了
幽

齋
裡
。
却
是
浮
生
天
賦
閑
。 

塵
世
の
毀
与
吾
れ
那
ん
ぞ
関
せ
ん
や
。
隠
居
す
れ
ば
市
井
も
亦
仙
寰
。
臨
池
忙
了
す
幽
齋
の
裡
。
却
っ
て
是
れ

浮
世
天
賦
の
閑
。(

刪
韻
、
関
、
寰
、
閑) 

芳
翠
坐
隠
。
日
本
棋
院
有
段
者
と
承
る
。 

 

樗
盦
偶
吟 

客
來
談
翰
墨
。
客
去
寫
詞
章
。
鎭
日
蕭
齋
裡
。
如
閑
又

似
忙
。 

客
来
っ
て
翰
墨
を
談
じ
。
客
去
っ
て
詞
章
を
写
す
。
鎮
日
蕭
齋
の
裡
。
閑
な
る
が
如
く
又
忙
な
る
に
似
た
り
。

(

陽
韻
、
章
、
忙) 

雁
渡
寒
潭
、
雁
過
而
潭
不
留
影(

菜
根
潭) 

 

次
韻
答
人 

耿
耿
平
生
一
片
心
。
劫
餘
世
態
感
殊
深
。
寄
言
墨
海
弄



潮
子
。
筆
正
居
然
通
古
今
。 

耿
耿
た
り
平
生
一
片
の
心
。
劫
余
の
世
態
、
感
殊
に
深
し
。
言
を
寄
す
墨
海
の
弄
潮
子
。
筆
正
居
然
古
今
に
通

ず
。(

侵
韻
、
心
、
深
、
今) 

書
海
の
羅
針
盤
と
し
て
常
時
重
視
す
べ
し
。 

 

己
丑
十
一
月
旬
一
天
皇
皇
后
兩
陛
下
行
幸
日
本
美
術
展
覧
會
。

小
作
亦
賜
天
覧
。
臣
辱
下
問
。
謹
奉
答
焉
。
乃
賦
此
。
記
榮
。 

我
元
南
海
一
書
狂
。
咫
尺
何
期
拜
寵
光
。
偶
興
塗
鴉
屏

六
曲
。
雙
懸
日
月
墨
華
香
。 

我
は
元
南
海
の
一
書
狂
。
咫
尺
何
ぞ
期
せ
ん
寵
光
を
拝
す
る
を
。
偶
興
塗
鴉
、
扉
六
曲
。
日
月
を
双
び
懸
け
て

墨
華
香
ば
し
。(

陽
韻
、
狂
、
光
、
香) 

樗
門
悉
く
余
光
に
浴
す
。
天
覧
作
品
は
「
遠
望
眉
山
峙
似
屏
。
他
時
對
此
擬
題
銘
。
研
池
朝
灑
荷
花
露
。
巨
筆
揮
來
字
々
馨
」

の
荷
花
荘
雑
詠
七
絶
を
行
書
で
も
の
さ
れ
た
六
曲
半
双
。 

 

偶
作 

把
筆
明
窓
庭
。
繙
書
淨
几
前
。
於
吾
多
尚
友
。
上
下
二

千
年
。 

把
筆
明
窓
の
底
。
繙
書
浄
几
の
前
。
吾
に
於
て
尚
友
多
し
。
上
下
二
千
年
。(

先
韻
、
前
、
年) 

古
賢
、
今
英
悉
く
是
友
。 

 

己
丑
除
夕 

老
來
殊
覺
歳
星
巡
。
宿
志
蹉
跎
霜
鬢
新
。
一
笑
明
朝
齡

法
改
。
重
迎
五
十
七
年
春 

老
来
殊
に
覚
ゆ
歳
星
の
巡
る
を
。
宿
志
蹉
陀
と
し
て
霜
鬢
籏
新
な
り
。
一
笑
す
明
朝
齡
法
改
ま
り
。
重
ね
て
迎

う
五
十
七
年
の
春
。(

真
韻
、
巡
、
新
、
春) 

明
年
か
ら
「
数
え
年
」
を
廃
し
て
「
満
」
を
採
用
。 

 



庚
寅
元
旦 

昭
和
二
十
五
年 

落
魄
流
離
送
幾
春
。
蝸
廬
始
得
笑
迎
新
。
祲
氛
不
到
臨

池
室
。
退
筆
猶
餘
一
味
眞
。 

落
魄
流
離
幾
春
を
送
る
。
蝸
廬
姶
め
て
得
た
り
笑
っ
て
新
を
迎
え
る
を
。
祲
氛
到
ら
ず
臨
池
の
室
、
退
筆
猶
余

す
一
味
の
真
。(

真
韻
、
春
、
新
、
真) 

玄
靈
帖
中
の
山
鹿
素
行
の
詩
は
、
こ
の
退
筆
に
依
る
作
か
と
思
わ
れ
る
。 

 

宸
題
若
草 

春
入
長
堤
縁
似
氈
。
禽
聲
牛
語
帶
晴
煙
。
漫
移
一
片
路

傍
石
。
下
有
媆
芽
無
告
天
。 

春
は
長
堤
に
入
っ
て
緑
、
氈
に
似
た
り
。
禽
声
牛
語
晴
煙
を
帯
ぶ
。
漫
に
一
片
踏
傍
の
石
を
移
せ
ば
。
下
に
有

り
媆
芽
無
告
の
天
。（
先
韻 

氈
、
煙
、
天
） 

媆
芽
―
嫩
芽
に
同
じ
く
、
若
い
芽
の
こ
と
。 

無
告
―
何
処
へ
も
告
訴
す
べ
き
処
の
な
い
こ
と
。 

春
風
千
里
、
の
ど
か
な
う
ち
に
も
か
ゝ
る
一
面
の
あ
る
こ
と
を
敕
題
を
假
り
て
諷
し
た
の
で
あ
ら
う
。 

論
書 

孫
過
庭 

其
言
其
跡
共
幽
玄
。
書
苑
高
標
譜
一
篇
。
偶
正
衍
譌
明

節
勢
。
臨
池
千
載
有
奇
縁
。 

竹
雨
曰
。
墨
林
嘉
績
。
百
載
不
朽
。 

其
言
其
跡
共
に
幽
玄
。
書
苑
高
く
標
す
譜
一
篇
。
偶
々
衍
譌
を
正
し
て
節
勢
を
明
か
に
す
。
臨
池
千
載
奇
縁
有

り
。（
先
韻 

玄
、
篇
、
縁
） 

孫
過
庭
の
書
譜
中
に
散
見
す
る
節
筆
が
、
料
紙
の
折
り
目
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
発
見
し
て
そ
の
冤
を
雪
ぐ
と
共

に
後
の
書
譜
を
学
ぶ
者
に
一
大
警
告
を
与
え
ら
れ
た
先
生
。
千
載
の
知
己
と
は
こ
れ
で
あ
ろ
う
。 

論
書 

趙
子
昂 

難
將
無
節
没
鴎
波
。
千
載
炳
乎
名
跡
多
。
祖
述
山
陰
傳

正
脈
。
研
池
長
養
右
軍
鵞
。 

節
無
き
を
も
っ
て
鴎
波
を
没
し
難
し
。
千
載
炳
乎
と
し
て
名
跡
多
し
。
山
陰
を
祖
述
し
て
正
脈
を
伝
う
。
研
池

長
く
養
ふ
右
軍
の
鵞
。（
麻
韻 

波
、
多
、
鵞
） 



趙
子
昂
は
宋
の
皇
族
な
る
に
元
に
降
っ
て
仕
え
た
こ
と
を
節
操
無
し
と
諭
ず
る
者
あ
り
。
子
昴
、
鴎
波
亭
と
も
号
す
。
故
に

鴎
波
を
没
し
難
し
と
は
、
節
操
が
な
い
か
ら
と
云
っ
て
子
昂
の
芸
術
上
の
功
績
を
無
視
出
来
な
い
と
解
す
。
「
山
陰
」
と
は
会

稽
山
陰
に
し
て
「
右
軍
の
鵞
」
と
共
に
羲
之
の
芸
術
を
指
す
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
趙
子
昴
の
節
操
無
き
を
非
難
し
た
有
名
な
渡
辺
崋
山
の
詩
が
あ
る
。 

「
鄭
老
蘭
を
画
い
て
土
を
画
か
ず
。
為
す
有
る
者
は
必
ず
為
さ
ざ
る
有
り
。
酔
来
竹
を
写
し
て
蘆
葉
に
似
た
れ
ど
も
。
作
ら

ず
鴎
波
無
節
の
枝
。
」
と
。
鄭
所
南
と
い
う
宋
の
遺
臣
は
、
宋
亡
び
て
か
ら
元
朝
に
仕
え
ず
、
尓
来
彼
は
蘭
を
画
く
場
合
、
蘭

の
根
を
画
き
添
え
て
、
決
し
て
土
を
画
か
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
宋
が
亡
び
て
一
莖
の
草
す
ら
植
え
る
べ
き
土
地
が
な
い
と
い
う

レ
ヂ
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
。
崋
山
は
、
こ
れ
を
有
為
の
人
に
は
亦
必
ず
為
な
い
こ
と
即
ち
無
為
が
あ
る
と
た
た
え
た
。
崋
山
も
画

家
で
あ
る
か
ら
酔
余
に
竹
を
画
い
た
が
、
蘆
の
葉
に
も
似
た
下
手
な
竹
で
は
あ
る
が
、
趙
子
昂
の
様
に
節
の
な
い
枝
は
書
か
な

い
ぞ
、
己
に
も
無
為
が
あ
る
ぞ
と
い
う
気
慨
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
国
情
、
時
代
、
立
場
の
相
違
で
、
詩
は
万
華
、
万
葉
で

あ
る
。 論

書 

文
徴
明 

康
壽
誰
能
得
似
公
。
蝿
頭
細
字
老
逾
工
。
筆
精
詩
妙
宗

明
代
。
三
絶
衡
山
九
十
翁
。 

竹
雨
曰
。
意
主
中
正
。
語
貴
確
切
。
品
隲
二
家
。
能
揚
其
美
。
非
阿
好
之
言
也
。 

康
寿
誰
か
能
く
公
に
似
る
を
得
ん
。
蝿
頭
の
細
字
老
い
て
い
よ
い
よ
工
。
筆
精
詩
妙
明
代
に
宗
た
り
。
三
絶
衡

山
九
十
翁
。（
東
韻
公
、
工
、
翁
） 

文
徴
明
、
衡
山
居
士
と
号
す
。
年
九
十
、
よ
く
蝿
頭
の
細
字
を
書
す
。
詩
、
書
、
画
の
三
絶
。 

題
自
畫
瓢
二
首 

臨
書
倦
拘
束
。
洗
筆
畫
瓠
觴
。
戯
墨
寧
依
様
。
胡
廬
一

笑
長
。 

書
を
臨
し
て
拘
束
に
倦
み
。
筆
を
洗
っ
て
瓠
觴
を
画
く
。
戯
墨
寧
ぞ
様
に
依
ら
ん
。
胡
廬
一
笑
長
し
。（
陽
韻 
觴
、

長
） 

瓠
は
フ
ク
ベ
で
葫
廬
と
も
書
く
。
觴
は
サ
カ
ヅ
キ
。
様
に
依
っ
て
葫
廬
を
画
く
と
は
、
新
味
の
な
い
こ
と
を
云
い
、
同
音
で

胡
廬
と
は
大
笑
す
る
こ
と
を
云
う
。 

瓢
兮
吾
與
汝
。
渉
世
幾
浮
沈
。
醉
裡
乾
坤
在
。
同
論
夙

昔
心
。 

竹
雨
曰
。
造
句
奇
逸
。
想
見
其
畫
亦
不
凡
。 

瓢
や
吾
れ
汝
と
。
世
を
渉
っ
て
幾
浮
沈
。
酔
裡
乾
坤
在
り
。
同
に
論
ず
夙
昔
の
心
。（
侵
韻 

沈
、
心
） 

壷
中
天
あ
り
、
瓢
中
豈
に
乾
坤
な
か
ら
ん
や
。
瓢
箪
ば
か
り
が
浮
く
も
の
か
。 

竹
雨
先
生
評
し
て
日
く
「
造
句
奇
逸
、
想
見
す
其
の
画
亦
凡
な
ら
ざ
る
を
」
と
。 



偶
作 

一
枝
禿
筆
托
生
涯
。
汲
古
探
眞
又
索
奇
。
此
意
如
今
人

不
解
。
殷
勤
呼
我
作
書
師
。 

一
枝
の
禿
筆
生
涯
を
托
す
。
古
を
汲
み
、
真
を
探
り
又
奇
を
索
む
。
此
の
意
如
今
人
解
せ
ず
。
殷
勤
我
を
呼
ん

で
書
師
と
な
す
。(

支
韻 

涯
、
奇
、
師) 

大
悲
三
十
二
相
。
書
師
た
る
亦
一
相
。 

 

次
驥
山
兄
見
寄
韻 

送
舊
迎
新
雅
集
催
。
揮
毫
把
酒
對
寒
梅
。
往
年
豪
興
無

由
見
。
猶
有
同
人
高
嘯
來
。 

旧
を
送
り
新
を
迎
え
て
雅
集
催
す
。
毫
を
揮
い
酒
を
把
っ
て
寒
梅
に
対
す
。
往
年
の
豪
興
見
る
に
由
無
き
も
。

猶
同
人
の
高
嘯
し
て
来
る
有
り
。(

灰
韻 

催
、
梅
、
來) 

星
移
り
入
換
っ
て
も
忘
年
、
迎
年
の
会
合
は
続
け
て
居
る
。
只
往
年
の
豪
興
は
見
ら
れ
な
い
が
、
併
し
同
人
連
中
、
中
々
の

元
気
だ
と
い
う
消
息
詩
。 

馳
懷
千
里
里
山
邊
。
老
驥
養
痾
猶
未
痊
。
今
日
飛
鴻
傳

好
信
。
把
杯
二
字
不
違
天
。 

懐
を
馳
す
千
里
里
山
の
辺
。
老
驥
痾
を
養
い
て
未
だ
痊
え
ず
。
今
日
飛
鴻
好
信
を
伝
う
。
把
杯
の
二
字
天
に
違

わ
ず
。(

先
韻 

邊
、
痊
、
天) 

生
酔
い
本
性
違
わ
ず
と
い
う
が
、
半
癒
り
だ
と
い
う
の
に
杯
を
手
に
す
る
と
の
便
り
は
喜
ば
し
い
。
酒
仙
の
酒
仙
た
る
所
以

か
。 

同
對
天
邊
月
半
環
。
依
稀
照
到
有
無
間
。
乗
鞍
白
馬
知

何
處
。
四
十
年
來
夢
寐
山
。 

同
じ
く
対
す
天
辺
の
月
半
環
。
依
稀
照
し
て
到
る
有
無
の
間
。
乗
鞍
白
馬
知
る
何
れ
の
処
ぞ
。
四
十
年
来
夢
寐

の
山
。(

刪
韻 

環
、
間
、
山) 

月
が
鏡
で
あ
っ
た
な
ら
…
。 

 

題
奔
雷
蜚
龍
硯
三
首 

新
獲
明
坑
硯
。
奇
紋
湛
水
看
。
摩
挲
日
三
度
。
人
石
共



平
安
。 

新
獲
明
坑
の
硯
。
奇
紋
水
を
堪
え
て
看
る
。
摩
挲
日
に
三
度
。
人
石
共
に
平
安
。(

寒
韻 

看
、
安) 

蜚
は
飛
で
飛
龍
硯
と
思
わ
れ
る
。
奇
紋
は
「
眼
」
で
あ
ろ
う
か
。
余
程
の
逸
品
で
あ
れ
ば
日
に
三
度
は
撫
で
て
無
事
を
確
か

め
ね
ば
安
心
が
な
ら
な
い
。 

一
天
飛
電
閃
。
滿
地
石
紋
奇
。
雲
雨
時
來
過
。
蛟
龍
出

研
池
。 

一
天
飛
電
閃
め
き
。
満
地
石
紋
奇
な
り
。
雲
雨
時
に
来
り
過
ぎ
て
。
蛟
龍
研
池
を
出
づ
。(

支
韻 

奇
、
池) 

飛
龍
硯
幻
想
曲
を
な
す
。 

狂
風
吹
猛
雨
。
霹
靂
一
聲
寒
。
硯
背
龍
蛇
潛
。
雲
煙
涌

筆
端
。 

狂
風
猛
雨
を
吹
い
て
。
霹
靂
一
声
寒
し
。
硯
背
龍
蛇
潜
み
。
雲
煙
筆
端
に
涌
く
。(

寒
韻 

寒
、
端) 

幻
想
は
逐
次
現
実
と
な
っ
て
、
壁
面
に
躍
る
大
文
字
と
な
っ
た
。 

 

佛
前
飲
酒 

獨
坐
銜
盃
繍
佛
前
。
長
齋
不
敢
學
逃
禪
。
迎
來
五
十
七

生
日
。
也
對
慈
顔
思
少
年
。 

独
坐
盃
を
銜
む
繍
仏
の
前
。
長
斎
敢
て
逃
禅
を
学
ば
ず
。
迎
え
来
る
五
十
七
生
日
。
ま
た
慈
顔
に
対
し
て
少
年

を
思
う
。(

先
韻 

前
、
禪
、
年) 

ち
ち
の
み
の
父
に
似
た
り
と
人
が
い
い
し
我
が
眉
の
毛
も
白
く
な
り
に
き 

 
 

天
田
愚
庵 

 

論
書 

顔
眞
卿 

藎
臣
兼
作
墨
林
雄
。
百
代
楷
模
推
魯
公
。
篆
意
草
情
三

稿
妙
。
天
姿
却
勝
右
軍
工
。 

藎
臣
兼
ね
て
な
る
墨
林
の
雄
。
百
代
の
楷
模
魯
公
を
推
す
。
天
姿
却
っ
て
右
軍
の
工
に
勝
る
。(

東
韻 

雄
、
公
、

工) 

技
巧
過
剰
で
な
い
天
性
そ
の
ま
ま
の
顔
書
、
自
己
の
本
然
の
相
を
表
わ
し
得
る
こ
と
こ
そ
技
巧
の
極
致
で
あ
ろ
う
。
三
稿
は

争
坐
位
、
祭
姪
、
祭
伯
の
三
稿
。 

 



論
書 

智
永 

鐵
門
深
鎖
謝
塵
氛
。
七
世
再
來
王
右
軍
。
一
坐
卅
年
筆

成
塚
。
赫
如
眞
艸
二
千
文
。 

鉄
門
深
く
鎖
し
て
塵
氛
を
識
す
。
七
世
再
来
王
右
軍
。
一
坐
卅
年
筆
塚
を
成
す
。
赫
如
た
り
真
艸
二
千
文
。(

支

韻 

氛
、
軍
、
文) 

一
字
一
字
を
大
切
に
す
れ
ば
こ
そ
不
滅
の
文
字
た
り
得
る
の
で
あ
る
。
御
手
本
の
字
の
形
を
尊
重
す
べ
き
こ
と
は
勿
論
、
そ

の
如
何
に
し
て
成
っ
た
か
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
功
徳
は
無
限
大
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
樗
師
曩
に
真
書
千
字
文
成
り
、

更
に
眞
書
千
字
文
の
企
画
あ
り
と
承
る
。
鶴
立
企
佇
。 

 

庚
寅
四
月
初
六
第
二
孫
出
生 

懸
得
桑
弧
引
酒
尊
。
惠
風
吹
滿
野
人
門
。
老
夫
閑
却
詩

書
債
。
失
喜
新
添
第
二
孫
。 

桑
弧
を
懸
け
得
て
酒
尊
を
引
く
。
恵
風
吹
き
満
つ
野
人
の
門
。
老
夫
閑
却
詩
書
の
債
。
失
喜
新
に
添
う
第
二
孫
。

(

元
韻 

尊
、
門
、
孫) 

礼
記
に
「
男
子
生
れ
て
桑
弧
六
、
蓬
矢
六
、
以
て
天
地
四
方
を
射
る
」
と
あ
り
、
桑
の
弓
を
懸
け
て
果
子
出
生
を
祝
う
の
で

あ
る
。 

 

庚
寅
八
月
赴
碧
南
。
澄
心
會
諸
公
爲
我
設
筵
于
鶴
洲
樓
。
席
上

口
占 

流
離
一
別
已
三
春
。
喜
見
臨
池
與
年
新
。
佳
會
今
宵
談

舊
處
。
把
杯
黙
數
欠
何
人
。 

流
離
一
別
巳
に
三
春
。
喜
び
見
る
臨
池
年
と
と
も
に
新
。
佳
会
今
宵
旧
を
談
ず
る
処
。
杯
を
把
っ
て
黙
し
て
数

う
何
人
を
欠
く
か
と
。(

眞
韻 

春
、
新
、
人) 

杜
甫
の
九
日
藍
田
推
氏
荘
の
詩
を
思
わ
せ
る
。
末
二
句
に
曰
く
「
明
年
比
会
誰
か
健
な
る
を
知
ら
ん
。
酔
い
て
茱
萸
を
把
っ

て
仔
細
に
看
る
。
」
と
。 

 

過
静
陵 



碧
南
朝
去
向
東
回
。
髣
髴
知
音
入
夢
來
。
目
送
孤
鴻
仰

雲
際
。
莞
然
揖
我
嶽
蓮
開
。 

竹
雨
日
。
詩
境
宏
豁
。
思
凌
太
虚
。 

碧
南
あ
し
た
に
去
っ
て
東
に
向
っ
て
回
る
。
髣
髴
と
し
て
知
音
夢
に
入
っ
て
来
る
。
孤
鴻
を
目
送
し
て
雲
際
を

仰
げ
ば
。
莞
然
我
を
揖
し
て
嶽
蓮
開
く
。(

灰
韻 

回
、
來
、
開) 

寝
て
は
夢
、
起
き
て
は
う
つ
つ
に
見
る
様
な
間
柄
を
初
め
て
知
音
と
い
う
べ
き
か
。
単
純
、
清
浄
、
崇
高
。
富
士
山
こ
そ
日

本
人
一
人
一
人
の
知
音
で
あ
る
。
静
陵
は
静
岡
。
嶽
蓮
は
富
士
。
孤
鴻
は
孤
雁
。 

 

一
休
納
豆 

朝
伴
茶
甌
夕
酒
尊
。
珍
羞
聞
出
自
桑
門
。
商
量
或
是
禪

師
宜
戲
。
兎
糞
盛
來
銀
兎
盆
。 

朝
に
茶
瓶
に
伴
い
、
夕
に
酒
尊(

樽
に
同
じ)

。
珍
羞
、
聞
く
桑
門
よ
り
出
づ
る
と
。
商
量
す
或
は
是
れ
禅
師
の

戯
。
兎
糞
盛
り
来
る
銀
兎(

月
の
異
名)

の
盆
。(

元
韻 

尊
、
門
、
盆) 

「
な
っ
と
う
」
は
寺
院
で
造
り
在
家
に
贈
る
故
、
寺
納
豆
と
も
云
う
、
と
瓦
礫
雑
考
に
記
さ
れ
て
居
る
通
り
納
所
僧
の
豆
の

義
と
云
わ
れ
て
い
る
。
遠
州
浜
名
大
福
寺
で
製
し
た
も
の
が
浜
名
納
豆
、
京
の
大
徳
寺
真
珠
庵
の
が
爰
に
言
う
一
休
納
豆
。
こ

れ
等
黒
大
豆
を
原
料
に
し
た
も
の
を
「
鹹
鼓
」
、
白
大
豆
を
原
料
に
し
た
も
の
を
「
豆
黄
」
と
称
す
る
の
も
寺
臭
い
。
鹹
鼓
を

知
ら
な
い
の
で
、
簓
庵
宗
匠
に
教
え
を
乞
う
た
と
こ
ろ
、
名
店
街
で
容
易
に
手
に
入
っ
た
の
が
浜
納
豆
、
と
大
徳
寺
饅
頭
。
こ

れ
は
饅
頭
の
テ
ッ
ペ
ン
に
一
休
納
豆
が
一
粒
押
し
こ
ん
で
あ
る
。
双
方
似
た
納
豆
故
、
濱
納
豆
を
ス
テ
ン
レ
ス
の
盆
に
バ
ラ
マ

イ
て
見
た
。
兎
糞
に
見
え
る
。
盆
を
月
と
す
る
な
ら
ば
兎
が
杵
で
つ
い
て
作
っ
た
丸
薬
と
見
る
方
が
こ
の
詩
を
解
す
る
相
応
し

か
ろ
う
。 

 

和
張
志
和
漁
父
詞 

春
水
溶
溶
白
鷺
飛
。
溪
山
經
雨
綠
蘋
肥
。
逃
濁
世
滌
塵

衣
。
一
竿
風
月
詠
而
歸
。 

春
水
溶
々
と
し
て
白
鷺
飛
び
。
溪
山
雨
を
経
て
綠
蘋
肥
え
た
り
。
濁
世
を
逃
れ
塵
衣
を
滌
う
、
一
竿
の
風
月
、

詠
じ
て
帰
る
。(

支
韻 

飛
、
肥
、
歸) 

詠
帰
し
て
曰
く
、
滄
浪
の
水
清
ま
ば
以
て
吾
が
纓
を
濯
う
可
し
、
滄
浪
の
水
濁
ら
ば
以
て
吾
が
足
を
濯
う
可
し
。(

漁
父
辞) 

 

六
義
園
詩
會
席
上
次
宮
澤
葦
城
翁
韻 



蕭
蕭
霖
雨
灑
名
園
。
却
喜
遊
人
屐
不
繁
。
瓢
酒
三
杯
吾

欲
睡
。
蘋
花
香
裡
役
詩
魂
。 

粛
々
た
る
霖
雨
名
園
に
灑
ぐ
。
却
っ
て
喜
ぶ
遊
人
の
屐
繁
か
ら
ざ
る
を
。
瓢
酒
三
杯
吾
れ
睡
ら
ん
と
欲
す
。
蘋

花
香
裡
詩
魂
を
役
す
。(
元
韻 

園
、
繁
、
魂) 

し
と
し
と
と
降
る
雨
は
止
も
う
と
も
し
な
い
、
名
園
は
お
と
な
う
人
も
稀
れ
で
あ
る
。
水
草
の
香
る
中
で
一
杯
一
杯
復
一
杯
、

う
つ
ら
う
つ
ら
に
詩
を
考
え
る
と
も
な
く
・
…
羨
む
べ
き
謫
仙
。 

 

次
西
川
靖
盦
兄
見
寄
韻 

字
字
如
星
斗
。
奎
光
耀
詞
園
。
吟
誦
憶
往
事
。
光
景
眼

前
翻
。
康
衢
忽
焦
土
。
石
佛
倚
頽
垣
。
兒
女
傷
兇
彈
。

乞
治
華
陀
軒
。
此
事
向
誰
語
。
寄
情
翰
墨
尊
。
剥
啄
知

音
至
。
對
坐
欲
無
言
。 

字
々
星
斗
の
如
く
。
奎
光
詞
園
に
輝
や
く
。
吟
誦
往
時
を
憶
え
ば
。
光
景
眼
前
に
翻
る
。
康
衢
忽
ち
焦
土
。
石

仏
頽
垣
に
倚
る
。
兒
女
兇
彈
に
傷
き
。
治
を
乞
う
。
華
陀
の
軒
此
の
事
誰
に
向
か
っ
て
話
せ
ん
。
情
を
寄
す
翰
墨

尊
。
剥
啄
知
音
至
る
。
対
坐
言
無
か
ら
ん
と
欲
す
。(

元
韻 

園
、
翻
、
垣
、
軒
、
尊
、
言) 

知
己
。
語
り
合
お
う
と
思
っ
た
愚
痴
も
、
逢
え
ば
無
言
、
側
に
居
る
だ
け
で
互
に
慰
め
に
な
る
。
カ
ー
ラ
イ
ル
と
テ
ニ
ス
ン

の
様
に
。 

語
義 

奎
光
＝
文
章
。
康
衢
＝
繁
華
街
。
華
陀
軒
＝
名
医
の
診
療
室
。
剥
啄
＝
訪
問
の
ノ
ッ
ク
。 

 

上
野
毛
寶
山
莊
詩
筵
席
上
次
迪
堂
翁
韻 

聞
是
往
年
田
氏
莊
。
芙
蓉
峰
雪
撥
簾
望
。
戰
前
風
色
休

多
説
。
劫
後
未
痊
詩
客
膓
。 

聞
く
是
れ
往
年
田
氏
の
荘
。
芙
蓉
峰
の
雪
簾
を
撥
げ
て
望
む
。
戦
前
の
風
色
多
く
説
く
な
か
れ
。
劫
後
未
だ
痊

え
ず
詩
客
の
腸
。(

陽
韻 

莊
、
望
、
腸) 

「
田
氏
」
は
故
田
健
次
郎
翁
と
の
こ
と
。
戦
禍
の
跡
当
時
猶
歴
然
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
へ
、
斡
旋
の
人
し
き
り
に
戦
前
の
気

色
を
説
明
す
る
。
多
感
の
詩
人
聴
く
に
耐
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

 

鶴
仙
君
分
贈
芭
蕉
有
詩
次
韻
以
謝 



牆
下
芭
蕉
未
展
箋
。
樗
盦
蕭
索
子
規
天
。
一
株
補
得
書

窓
綠
。
白
雨
呼
醒
醉
後
禪
。 

牆
下
の
芭
蕉
未
だ
箋
を
展
べ
ず
。
樗
盦
蕭
索
た
り
子
規
の
天
。
一
株
補
い
得
て
書
窓
緑
。
白
雨
呼
び
醒
ま
す
酔

後
の
禅
。(

先
韻 

箋
、
天
、
禪) 

こ
の
作
に
よ
っ
て
連
想
さ
れ
る
の
は
、
蚊
帳
の
萌
葱
染
の
縁
起
。
昔
、
近
江
商
人
西
川
某
、
江
戸
と
近
江
の
道
中
、
箱
根
山

中
、
新
緑
の
中
の
午
睡
か
ら
醒
め
た
時
の
感
覚
を
、
そ
れ
ま
で
白
地
で
あ
っ
た
蚊
帳
に
染
め
て
売
り
出
し
た
の
が
大
い
に
当
た

り
、
萌
葱
蚊
帳
が
普
及
し
た
と
い
う
話
。
そ
れ
は
商
才
、
こ
れ
は
詩
魂
。
そ
れ
は
銭
儲
、
是
は
禅
定
。 

蕉
根
併
得
薛
濤
箋
。
葉
葉
他
時
綠
補
天
。
打
坐
蒲
團
閑

聽
雨
。
欲
参
蛙
子
結
跏
禪
。 

蕉
根
併
せ
得
た
り
薛
濤
箋
。
葉
々
他
時
緑
天
を
補
わ
ん
。
打
坐
蒲
団
、
閑
に
雨
を
聴
き
。
参
ぜ
ん
と
欲
す
蛙
子

結
跏
の
禅
。(

先
韻 

箋
、
天
、
禪) 

薛
濤
箋
＝
唐
代
の
名
妓
薛
濤
、
詩
を
善
く
す
、
流
落
し
て
蜀
の
浣
花
渓
の
水
に
て
十
色
の
詩
箋
を
造
る
、
浣
花
箋
と
も
薛
濤

箋
と
も
云
う
。
是
が
来
歴
で
あ
る
。
茲
で
は
鶴
仙
氏
の
贈
っ
た
詩
箋
を
指
す
。
さ
て
他
日
天
を
補
う
程
に
生
長
し
た
芭
蕉
の
広

葉
に
思
い
深
げ
に
あ
ぐ
ら
を
か
く
蛙
が
雨
に
打
た
れ
て
居
る
時
は
、
詩
人
も
そ
の
真
似
し
て
蒲
団
の
上
で
坐
禅
し
て
し
づ
か
に

雨
を
聴
き
た
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
。 

窓
外
媆
蕉
初
卷
箋
。
忽
舒
濶
葉
雨
餘
天
。
結
跏
窺
我
青

蛙
子
。
解
否
墨
林
文
字
禪
。 

窓
外
の
媆
蕉
初
め
箋
を
巻
き
。
忽
ち
濶
葉
を
舒
ぶ
雨
余
の
天
。
結
跏
我
を
窺
う
青
蛙
子
。
解
す
る
や
否
や
墨
林

の
文
字
禅
。〈
失
韻 

箋
、
天
、
禪) 

画
仙
紙
を
巻
い
た
か
と
思
わ
れ
る
様
な
芭
蕉
の
若
芽
が
、
初
夏
の
一
雨
を
経
る
と
忽
ち
濶
が
っ
て
、
も
う
其
の
上
に
は
青

畦
が
至
極
尤
も
な
悟
り
顔
し
て
わ
が
筆
の
運
び
を
眺
め
て
坐
っ
て
居
る
。
と
云
う
カ
リ
カ
チ
ュ
ー
ル
。 

 

和
袁
隨
園
銷
夏
詩 

優
游
上
下
二
千
年
。
縹
帙
牙
籤
高
枕
眠
。
仿
漢
摹
唐
醒

時
課
。
吟
花
嘯
月
醉
中
天
。 

 

行
路
難 

行
路
難
。
行
路
難
。
劫
餘
行
路
何
其
難
。
康
衢
忽
化
爲



焦
土
。
吾
廬
獨
能
豈
得
完
。
晨
夕
彷
徨
瓦
礫
間
。
行
爲

傷
兒
求
梁
餐
。
半
歳
始
歸
墳
墓
地
。
墳
道
松
楸
風
露
寒
。

放
浪
四
年
還
故
處
。
黄
茆
結
得
供
衰
殘
。
人
心
險
絶
道

義
廢
。
仰
天
俯
地
三
發
歎
。 

行
路
難
。
行
路
難
。
劫
余
の
行
路
何
ぞ
其
れ
難
き
。
康
衢
忽
ち
化
し
て
焦
土
と
爲
る
。
吾
が
廬
独
り
能
く
豈
に

完
き
を
得
ん
や
。
晨
夕
彷
徨
す
瓦
礫
の
間
。
行
く
行
く
傷
兒
の
爲
め
に
梁
餐
を
求
む
。
半
歳
始
め
て
帰
る
墳
墓
の

地
。
噴
道
の
松
楸
風
露
寒
し
。
放
浪
四
年
故
処
に
還
り
。
黄
茆
結
び
得
て
衰
残
に
供
う
。
人
心
険
絶
道
義
廃
す
。

天
を
仰
ぎ
地
に
俯
し
て
三
た
び
歎
を
発
す
。(
寒
韻 

難
、
完
、
間
、
餐
、
寒
、
殘
、
歎) 

李
白
は
そ
の
行
路
難
の
最
後
の
二
句
で
、
こ
う
歌
っ
て
居
る
。
「
且
つ
楽
し
む
生
前
一
杯
の
酒
、
何
ぞ
須(

も
ち)

い
ん
身
後

千
載
の
名
」
と
。
「
死
に
ぼ
と
け
よ
り
生
き
佛
」
と
云
っ
て
お
通
夜
に
飲
ん
だ
り
食
っ
た
り
す
る
我
が
国
の
俗
習
に
似
て
面
白

い
。
同
じ
行
路
難
で
も
白
楽
天
は
違
う
。
矢
張
り
最
後
の
二
句
で
、
「
行
路
難
、
水
に
在
ら
ず
、
山
に
在
ら
ず
。
只
だ
人
情
反

覆
の
間
に
在
り
。
」
と
歎
い
て
居
る
。
古
歌
に
「
世
の
中
を
渡
り
く
ら
べ
て
今
ぞ
知
る
阿
波
の'

鳴
戸
に
波
風
も
な
し
」
と
あ
る
。

世
渡
り
の
む
づ
か
し
さ
に
く
ら
ぶ
れ
ば
波
風
の
逆
巻
く
鳴
戸
で
も
物
の
数
で
は
な
い
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。 

樗
詩
の
こ
の
行
路
難
は
戦
後
の
世
渡
り
の
一
層
の
難
儀
を
歎
か
れ
た
古
詩
。 

む
づ
か
し
い
、
む
づ
か
し
い
。
戦
後
の
世
渡
り
の
何
と
む
づ
か
し
い
こ
と
か
、
繁
華
衛
も
忽
ち
焼
け
土
と
変
り
果
て
た
の
だ

っ
た
、
ど
う
し
て
自
分
の
家
だ
け
が
満
足
に
残
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
か
。
朝
夕
に
焼
け
瓦
や
石
こ
ろ
の
上
を
さ
ま
よ
っ

た
の
も
、
傷
つ
い
た
子
供
の
食
糧
を
求
め
る
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
み
ぢ
め
な
半
年
を
過
ご
し
、
傷
痍
の
癒
え
る
の
を

待
っ
て
故
郷
に
帰
っ
た
の
で
あ
る
が
、
墓
参
道
の
松
風
や
ひ
さ
木
の
露
も
亦
寒
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
四
年
間
浮
草
の
よ
う
に
処

さ
だ
め
ず
方
々
を
渡
り
歩
い
て
や
っ
と
東
京
の
元
の
土
地
に
帰
り
着
き
、
小
屋
を
建
て
て
老
後
に
供
え
る
こ
と
が
で
き
た
が
、

人
の
心
は
険
し
く
て
、
義
理
人
情
は
す
た
れ
果
て
た
。
天
を
仰
ぎ
、
地
に
伏
し
て
、
あ
あ
世
渡
り
は
む
づ
か
し
い
と
歓
声
を
発

し
た
こ
と
で
あ
る
と
。
こ
の
「
人
心
険
絶
道
義
廃
」
の
一
句
が
白
楽
天
の
「
只
在
人
情
反
覆
間
」
と
等
し
く
、
こ
の
長
詩
の
眼

目
と
筆
者
は
思
う
の
で
あ
る
。 

 

題
小
著
書
道
入
門 

期
爲
童
蒙
示
指
鍼
。
眇
然
小
冊
豈
求
深
。
唯
憂
戰
後
輕

佻
極
。
耿
耿
臨
池
一
片
心
。 

竹
雨
曰
。
小
題
大
做
。
深
入
無
淺
語
。 

童
蒙
の
爲
め
に
指
鍼
を
示
さ
ん
と
期
す
。
眇
然
た
る
小
冊
豈
に
深
さ
を
求
め
ん
や
。
唯
憂
う
戦
後
軽
佻
極
ま
る

を
。
耿
々
た
り
臨
池
一
片
の
心
。(

侵
韻 

鍼
、
深
、
心) 

自
著
「
書
道
入
門
」
に
題
さ
れ
た
詩
。 

子
供
た
ち
の
爲
め
の
道
し
る
べ
だ
け
で
、
こ
の
小
さ
な
本
に
書
道
の
深
奥
を
な
ど
と
期
待
を
か
け
た
訳
で
は
勿
論
な
い
。
只

だ
戦
後
の
世
に
は
び
こ
っ
た
、
い
か
が
わ
し
い
傾
向
が
気
に
な
っ
て
、
ゆ
ら
い
だ
書
道
上
の
一
ひ
ら
の
心
も
ち
か
ら
で
あ
る
。

と
題
さ
れ
た
。
書
道
入
門
、
私
共
に
と
っ
て
は
こ
れ
さ
え
あ
れ
ば
千
人
力
。
さ
れ
ば
竹
雨
先
生
も
小
と
題
し
て
大
と
な
す
。
深



入
に
浅
語
無
し
と
評
さ
れ
て
い
る
。 

 
輓
黒
木
拝
石
兄 

墨
海
風
濤
漭
不
分
。
巨
星
忽
墜
黯
愁
雲
。
遺
翰
堪
比
換

鵞
帖
。
卓
犖
昭
和
王
右
軍
。 

墨
海
の
風
濤
漭
と
し
て
分
た
ず
。
巨
星
忽
ち
墜
ち
て
愁
雲
黯
た
り
。
遺
翰
比
す
る
に
堪
え
た
り
換
鵞
の
帖
。
卓

犖
た
り
昭
和
の
王
右
軍
。(

文
韻 

分
、
雲
、
軍) 

書
の
海
の
波
風
荒
ら
く
、
名
手
忽
ち
没
し
て
目
の
前
が
暗
く
な
っ
た
思
い
で
あ
る
。
の
こ
さ
れ
た
立
派
な
作
品
は
王
羲
之
の

筆
蹟
と
く
ら
べ
て
も
よ
い
位
で
昭
和
の
王
右
軍
と
云
っ
て
も
は
づ
か
し
く
な
い
人
で
あ
っ
た
が
。
と
益
友
を
失
わ
れ
た
こ
と
を

惜
し
ま
れ
た
哀
切
の
作
。 

序
に
、
換
鵞
帖
の
由
来
を
晋
書
王
羲
之
伝
か
ら
。
羲
之
、
性
、
鵞
を
愛
す
。
山
陰
に
一
道
士
有
り
。
好
ん
で
鵞
を
養
う
。
羲

之
、
往
き
て
観
る
。
意
甚
だ
悦
ぶ
、
因
っ
て
之
を
売
ら
ん
こ
と
を
求
む
。
道
士
云
う
、
爲
め
に
道
徳
経
を
写
せ
、
ま
さ
に
群
を

挙
げ
て
相
贈
る
べ
き
の
み
と
。
羲
之
欣
然
と
し
て
写
し
お
わ
り
、
鵞
を
籠
に
し
て
帰
り
、
甚
だ
以
て
楽
し
み
と
な
す
、
其
の
任

率(

天
性)

此
の
如
し
。
と
。 

 

庚
寅
嘉
平
月
筆
友
會
席
上
次
翠
石
翁
韻 

白
頭
相
會
誼

何
敦
。
乗
興
畫
成
添
竹
孫
。
醉
墨
誰
能
辨
蘆

葉
。
歓
然
一
笑
幼
心
存
。 

白
頭
相
会
す
誼
何
ぞ
敦
き
。
興
に
乗
じ
、
画
成
っ
て
竹
孫
を
添
う
。
酔
墨
誰
れ
か
能
く
廬
葉
を
弁
ぜ
ん
や
。
歓

然
一
笑
幼
心
存
す
。(

元
韻 

敦
、
孫
、
存) 

か
の
え
と
ら
の
年
十
二
月
、
筆
友
会
の
席
上
で
、
高
畑
翠
石
翁
の
詩
の
韻
、
敦
、
孫
、
存
を
使
っ
て
出
来
た
詩
で
あ
る
。
お

互
に
白
髪
頭
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
随
分
長
い
お
つ
き
あ
い
で
す
ね
な
ど
と
盃
を
交
し
つ
つ
、
竹
の
画
が
で
き
た
、
竹
の

子
ま
で
描
き
添
え
て
あ
る
か
ら
誰
も
廬
の
葉
と
間
違
え
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
る
ま
い
が
…
…
は
は
は
と
笑
っ
て
し
ま
っ
た
。
笑

顔
は
互
に
童
顔
で
あ
る
。 

 

庚
寅
歳
抄
寄
驥
山
老
契 

墨
友
三
千
寄
翰
來
。
臨
池
閑
事
一
忙
哉
。
窮
陰
忽
念
山

中
客
。
七
十
明
朝
擧
壽
杯
。 

墨
友
三
千
翰
を
寄
せ
て
来
る
。
臨
池
の
閑
事
一
に
忙
な
る
か
な
。
窮
陰
忽
ち
念
う
山
中
の
客
。
七
十
明
朝
寿
杯

を
挙
げ
ん
。(

灰
韻 

來
、
哉
、
杯) 



昭
和
二
十
五
の
年
の
瀬
に
川
村
驥
山
老
友
に
上
げ
ら
れ
た
作
。
書
海
誌
友
か
ら
の
競
書
が
当
時
已
に
月
々
三
千
通
に
上
っ
た

こ
と
が
解
る
。
そ
れ
を
区
別
、
審
査
、
評
、
掲
載
と
、
忙
し
い
。
書
は
閑
事
と
い
い
乍
ら
忙
し
い
。
が
、
一
服
、
く
つ
ろ
ぐ
と
、

信
濃
の
山
の
驥
山
老
が
恋
し
く
な
る
。
明
日
は
元
日
だ
、
七
十
の
賀
の
杯
を
に
こ
に
こ
挙
げ
ら
れ
る
老
驥
山
の
影
が
見
え
る
よ

う
だ
。 

 

守
歳
聞
鐘 

漂
泊
多
年
不
定
蹤
。
知
恩
朝
去
夕
金
龍
。
如
今
守
歳
電

波
裡
。
坐
聴
東
西
夜
鐘
。 

漂
泊
多
年
蹤
を
定
め
ず
。
知
恩
朝
に
去
っ
て
タ
に
金
龍
。
如
今
守
歳
電
波
の
裡
。
坐
し
て
聴
く
東
西
除
夜
の
鐘
。

(

冬
韻 

蹤
、
龍
、
鐘) 

除
夕
の
夜
、
士
庶
の
家
、
炉
を
囲
み
団
坐
し
て
、
旦(

あ
し
た)
に
達
す
る
ま
で
寝
ね
ず
、
之
を
守
歳
と
謂
う
。
と
東
京
夢
華

録
に
あ
る
。
詩
人
は
戦
後
四
年
間
、
杜
甫
の
様
に
各
地
を
漂
泊
さ
れ
た
。
そ
れ
は
朝(

あ
し
た)

に
京
都
の
智
恩
院
の
明
け
の
鐘

を
聞
き
暮
れ
に
は
東
都
の
金
龍
山
浅
草
寺
の
鐘
を
聞
く
と
い
う
ほ
ど
、
処
さ
だ
ぬ
あ
わ
た
だ
し
さ
で
あ
っ
た
が
、
今
は
大
晦
日

の
夜
明
か
し
に
、
ひ
と
り
ラ
ジ
オ
の
前
に
坐
し
、
東
西
二
京
の
除
夜
の
鐘
を
い
な
が
ら
に
聞
く
…
…
。
感
慨
深
い
こ
と
で
あ
る
。 

 

辛
卯
新
年 

昭
和
二
十
六
年 

四
十
餘
年
遊
墨
林
。
平
生
牢
落
少
知
音
。
臨
池
往
往
嘆

風
樹
。
試
筆
今
朝
聊
會
心
。 

四
十
余
年
墨
林
に
遊
ぶ
。
平
生
牢
落
知
音
少
れ
な
り
。
臨
池
往
々
風
樹
を
嘆
ず
。
試
筆
今
朝
聊
か
会
心
。(
侵
韻 

林
、
音
、
心) 

辛
卯(

か
の
と
う)

昭
和
二
十
六
年
の
正
月
、
指
折
り
数
え
れ
ば
筆
研
に
命
を
托
す
る
こ
と
四
十
年
、
戦
後
は
心
を
許
す
友
の

音
な
う
こ
と
も
少
く
て
さ
び
し
い
。
が
、
筆
研
を
専
ら
友
と
す
れ
ば
時
に
は
亡
き
両
親
に
見
て
貰
ら
い
た
い
と
思
う
程
善
く
書

け
る
こ
と
も
あ
る
。
元
旦
の
今
朝
と
て
会
心
の
作
…
…
。
仏
前
に
供
せ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

因
み
に
、
風
樹
の
嘆
と
い
う
の
は
、
韓
詩
外
伝
に
「
夫
れ
樹
、
静
か
な
ら
ん
と
欲
す
る
も
風
止
ま
ず
、
子
、
養
わ
ん
と
欲
す

る
も
親
待
た
ず
、
往
き
て
返
え
す
べ
か
ら
ざ
る
者
は
年
な
り
、
逝
き
て
追
う
べ
か
ら
ざ
る
も
の
は
親
な
り
。
」
と
あ
る
に
よ
り
、

父
母
巳
に
死
し
て
孝
養
を
つ
く
す
こ
と
能
は
ざ
る
を
な
げ
く
義
で
あ
る
。 

 

辛
卯
新
春
偶
成 

半
過
世
紀
歳
華
新
。
歐
俗
米
風
辛
卯
春
。
陋
巷
猶
餘
顔

氏
樂
。
紙
田
耕
罷
一
瓢
親
。 



半
ば
世
紀
を
過
ぎ
て
歳
華
新
た
な
り
。
欧
俗
米
風
辛
卯
の
春
。
陋
巷
猶
余
す
顔
氏
の
楽
。
紙
田
耕
し
罷
ん
で
一

瓢
親
し
む
。(

眞
韻 

新
、
春
、
親) 

か
の
と
う
年
の
初
春
に
た
ま
た
ま
出
来
た
詩
。 

昭
和
二
十
六
年
は
一
九
五
一
で
二
十
世
紀
の
後
半
に
入
っ
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
だ
、
靴
下
だ
、
ハ
ッ
ピ
ー
ニ
ュ
ー
イ
ー
ア
だ
、

レ
デ
ィ
フ
ァ
ス
ト
だ
、
何
だ
か
こ
ん
だ
と
街
は
欧
米
化
し
て
い
く
が
、
ド
ツ
コ
イ
斯
れ
是
の
陋
室
、
惟
だ
吾
が
徳
馨
し
と
云
っ

て
顔
回
と
同
じ
様
に
勉
強
し
て
一
簟
の
食
、
一
瓢
の
飯
を
楽
し
む
詩
人
の
あ
る
こ
と
は
知
ら
な
い
だ
ら
う
。 

 

辛
卯
元
旦
口
占 

劫
餘
争
效
米
歐
顰
。
薄
俗
紛
紛
欲
失
眞
。
筆
硯
休
言
是

閑
事
。
個
中
留
在
國
風
淳
。 

劫
余
争
い
て
效
う
米
欧
の
顰
。
薄
俗
紛
紛
と
し
て
真
を
失
わ
ん
と
欲
す
。
筆
硯
言
う
な
か
れ
是
れ
閑
事
と
。
個

中
留
め
て
在
り
国
風
の
淳
。(

眞
韻 

顰
、
眞
、
淳) 

か
の
と
う
年
元
日
の
口
占
と
い
う
と
口
ず
さ
み
。
戦
後
わ
れ
も
わ
れ
も
、
ア
メ
リ
カ
は
こ
う
だ
フ
ラ
ン
ス
は
ど
う
だ
と
真
似

す
る
。
真
似
だ
か
ら
ほ
ん
と
の
こ
と
は
解
ら
な
い
、
上
べ
だ
け
の
薄
い
メ
ッ
キ
。
こ
う
云
ウ
手
合
に
云
わ
せ
る
と
、
筆
な
ん
か

マ
ド
ロ
ッ
コ
し
く
て
な
ど
と
い
う
で
あ
ら
う
が
、
そ
の
中
に
こ
そ
我
が
国
の
淳
風
美
俗
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

故
事
附
記
、 

顰
に
效(

な
ら)

う
。 

昔
、
西
施
と
い
う
美
人
が
胸
の
痛
み
の
た
め
に
顔
を
し
か
め
た
ら
一
層
良
い
女
に
見

え
た
。
こ
れ
を
見
て
そ
の
里
の
醜
婦
も
真
似
を
し
て
顰
め
た
の
で
、
里
人
が
驚
い
て
逃
げ
去
っ
て
し
ま
っ
た
と
云
う
故
事
に
基

づ
き
、
是
非
善
悪
を
考
え
ず
強
い
て
他
の
ま
ね
を
す
る
を
い
ふ
。 

 

宸
題
朝
空 

海
霞
紅
射
日
升
邊
。
忽
見
錦
波
千
里
連
。
島
影
漸
明
鴎

亂
舞
。
瑠
璃
一
碧
鑑
長
天
。 

海
霞
の
紅
は
射
す
日
升
の
辺
。
忽
ち
見
る
錦
波
千
里
連
る
。
島
影
漸
く
明
ら
か
に
鴎
乱
れ
舞
う
。
瑠
璃
一
碧
長

天
を
鑑
る
。(

先
韻 

邊
、
連
、
天) 

天
皇
が
御
提
出
に
な
ら
れ
た
新
年
御
歌
会
の
題
を
宸
題
と
い
う
。
つ
ま
り
勅
題
「
朝
空
」 

初
日
が
昇
り
そ
め
た
ら
し
く
東
の
空
が
紅
に
な
っ
た
、
と
見
る
間
に
サ
ツ
と
海
上
に
金
波
が
足
許
ま
で
光
っ
て
来
て
島
々
が

は
っ
き
り
し
て
青
空
に
鴎
の
群
れ
飛
ぶ
の
が
の
ど
か
に
、
め
で
た
い
と
仰
せ
ら
る
る
詩
人
は
、
瀬
戸
内
の
島
で
誕
生
さ
れ
た
由
、

題
詠
で
も
真
に
迫
る
。 

 

辛
卯
一
月
詩
會
席
上
分
韵
得
灰 

璞
社
詩
筵
侍
幾
回
。
毎
隨
驥
尾
撚
髭
來
。
才
踈
未
有
驚



人
句
。
酒
數
又
重
金
谷
杯
。 

璞
社
の
詩
筵
侍
す
る
こ
と
幾
回
ぞ
。
毎
に
驥
尾
に
随
っ
て
髭
を
撚
っ
て
来
る
。
才
踈
に
し
て
未
だ
人
を
驚
か
す

の
句
有
ら
ず
。
酒
数
又
重
ぬ
金
谷
の
杯
。(

灰
韻 

回
、
來
、
杯) 

引
い
た
繊
を
開
い
た
ら
「
灰
」
と
書
い
て
あ
る
、
そ
の
灰
の
韻
で
一
首
作
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
こ
れ
を
分
韻
と
い
う
。
さ
て

璞
社(

土
屋
竹
雨
先
生
主
宰
の
詩
杜)

の
詩
会
に
多
年
連
な
っ
て
い
る
が
、
い
つ
で
も
人
の
尻
に
つ
い
て
詩
句
を
案
じ
て
呻
吟
す

る
。
才
力
が
な
く
、
未
だ
に
人
を
驚
か
す
よ
う
な
名
吟
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
ま
た
し
て
も
罸
杯
の
酒
を
重
ね
た
。
借
間
す
飲

む
た
め
に
わ
ざ
と
名
吟
を
お
出
し
に
な
ら
な
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

附
記 

①
駿
尾
に
随
う
＝
千
里
の
馬
の
尻
に
止
っ
て
居
る
蝿
は
馬
が
千
里
走
れ
ば
千
里
飛
ん
だ
結
果
に
な
る
の
で
人
の
尻

馬
に
乗
る
こ
と
を
こ
う
い
う
。 

②
金
谷
の
杯
＝
李
白
の
桃
李
園
の
序
に
、
「
如
し
詩
成
ら
ず
ん
ば
罰
は
金
谷
の
酒
数
に
依
ら
ん
」
と
あ
る
。
昔
、
晋

の
石
崇
が
金
谷
園
で
、
詩
を
作
り
得
な
い
者
に
罰
酒
三
盃
づ
つ
飲
ま
し
た
例
に
依
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

辛
卯
三
月
列
西
行
上
人
歌
碑
除
幕
式
于
大
磯
鴫
立
庵 

一
路
湘
南
艸
欲
烟
。
歌
碑
新
勒
古
庵
前
。
西
公
千
載
遺

芳
躅
。
幽
韵
長
締
文
字
縁
。 

注
。
鴫
立
庵
者
。
距
今
二
百
六
十
年
前
。
西
行
五
百
年
忌
辰
。
大
淀
三
千
風
所
創
建
。

庵
主
奕
世
爲
俳
句
宗
匠
。
第
十
八
世
庵
主
鈴
木
芳
如
女
史
。
新
勒
鴫
立
澤
歌
碑
。
屬

余
書
其
碑
陰
。 

一
路
湘
南
艸
姻
ら
ん
と
欲
す
。
歌
碑
新
に
勒
す
古
庵
の
前
。
西
公
千
載
芳
躅
を
遺
し
。
幽
韻
長
く
締
ぶ
文
字
の

縁
。(

先
韻 

烟
、
前
、
縁) 

三
月
だ
か
ら
湘
南
は
も
う
草
が
烟
る
よ
う
に
萌
え
た
っ
て
い
る
。
古
庵
の
前
に
は
歌
碑
が
新
ら
し
く
き
ざ
ま
れ
た
。
西
行
様

の
芳
躅(

善
行
の
跡)

は
千
年
後
の
今
も
伝
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
幽
韻(

立
派
な
歌)

と
文
字
の
縁
に
よ
っ
て
結
ば
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
と
。 

西
行
は
有
名
な
歌
人
で
あ
る
。
三
夕
歌
の
一
と
し
て
。
「
心
な
き
身
に
も
あ
は
れ
は
し
ら
れ
け
り
鴫(

シ
ギ)

た
つ
沢
の
秋
の

夕
暮
」
西
行
。
他
の
二
首
は
「
見
渡
せ
ば
花
も
紅
葉
も
な
か
り
け
り
浦
の
苫
屋
の
秋
の
タ
暮
」
定
家
。
「
さ
び
し
さ
は
そ
の
色

と
し
も
な
か
り
け
り
槙
た
つ
山
の
秋
の
夕
暮
」
寂
蓮
。
で
あ
る
。 

詩
人
の
自
注
・
鴫
立
庵
は
、
今
を
距
る
二
百
六
十
年
前
、
西
行
の
五
百
年
忌
辰
に
、
大
淀
三
千
風
の
創
建
せ
し
所
な
り
。
庵

主
奕
世(

代
々)

俳
句
の
宗
匠
た
り
。
第
十
八
世
の
庵
主
鈴
木
芳
如
女
史
新
た
に
鴫
立
沢
の
歌
碑
を
勒
し
、
余
に
其
の
碑
陰(

碑

の
裏
面)

を
書
す
る
こ
と
を
嘱
す
。(

頼
ま
れ
た)

 

 

梅
花
絶
句 



黄
昏
尋
句
石
谿
隈
。
山
角
忽
懸
明
月
來
。
夾
水
野
梅
三

百
樹
。
滿
衣
花
影
濁
徘
徊
。 

黄
昏
句
を
尋
ぬ
石
谿
の
隈
。
山
角
忽
ち
明
月
を
懸
け
て
来
る
。
水
を
夾
ん
で
野
梅
三
百
樹
。
滿
衣
の
花
影
独
り

徘
徊
す
。(

灰
韻 

隈
、
來
、
徊) 

絶
句
と
は
四
句
か
ら
な
る
詩
で
、
五
言
四
句
を
五
言
絶
句
、
七
言
四
句
を
七
言
絶
句
。
略
し
て
五
絶
、
七
絶
と
い
う
こ
と
が

あ
る
。 

た
そ
が
れ
に
石
の
多
い
渓
谷
の
あ
た
り
を
散
策
し
て
居
る
と
突
如
と
し
て
月
が
山
の
端
に
懸
り
、
一
目
三
百
本
の
野
梅
が
小

川
を
夾
ん
で
、
は
っ
き
り
と
見
え
る
。
そ
の
花
の
影
を
我
が
衣
い
っ
ぱ
い
に
映
し
な
が
ら
去
り
も
や
ら
ず
花
の
下
を
徘
徊
し
た
。 

 

謝
子
青
兄
見
贈
彩
箋 

故
人
裁
贈
彩
霞
箋
。
紅
似
櫻
雲
青
艸
氈
。
料
峭
春
寒
風

雪
夕
。
韶
光
乍
落
几
邊
妍
。 

故
人
裁
し
て
贈
る
彩
霞
の
箋
。
紅
は
桜
雲
に
似
、
青
は
草
氈
。
料
峭
春
寒
風
雪
の
夕
。
韶
光
乍
ち
几
辺
に
落
ち

て
妍
な
り
。(

先
韻 

箋
、
氈
、
妍) 

友
人
が
き
ち
ん
と
裁
っ
た
霞
の
彩
色
を
し
た
詩
箋
を
贈
っ
て
下
さ
っ
た
。
紅
色
の
は
桜
に
ま
が
う
雲
の
よ
う
だ
し
、
青
い
の

は
毛
氈
を
敷
い
た
よ
う
な
若
草
の
色
。
春
も
ま
だ
浅
く
て
雪
で
も
ち
ら
つ
く
夕
、
こ
の
様
な
春
の
美
し
い
色
が
机
の
あ
た
り
を

飾
っ
て
呉
れ
て
な
ま
め
か
し
く
嬉
し
い
で
こ
と
あ
る
。 

 

遊
于
湯
磧 

嫩
綠
參
差
彩
四
山
。
晩
櫻
點
綴
翠
微
間
。
幽
禽
聲
和
石

溪
響
。
晞
髪
倚
欄
心
自
閑
。 

嫩
綠
参
差
と
し
て
四
山
を
彩
る
。
晩
桜
点
綴
す
翠
微
の
間
。
幽
禽
の
声
は
和
す
石
溪
の
響
。
髪
を
晞
し
て
欄
に

倚
れ
ば
心
自
ら
閑
。(

刪
韻 

山
、
間
、
閑) 

若
綠
が
濃
淡
さ
ま
ざ
ま
に
山
々
を
い
ろ
ど
り
、
お
そ
桜
が
そ
れ
を
綴
る
よ
う
に
山
の
中
腹
あ
た
り
に
咲
い
て
居
る
。
春
鳥
は

岩
間
の
流
れ
の
音
に
和
し
て
さ
え
づ
っ
て
居
る
。
頭
髪
を
春
光
さ
ら
し
て
欄
干
に
倚
っ
た
ら
心
が
自
ら
の
ー
ん
び
り
し
て
来
た
。 

 

送
笠
井
南
邨
兄
歸
故
山 

無
復
畸
人
比
謫
仙
。
詩
壇
酒
社
兩
寥
然
。
甲
山
墨
水
豈



云
遠
。
來
往
時
時
投
巨
篇
。 

復
た
畸
人
の
謫
仙
に
比
す
る
無
し
。
詩
壇
酒
社
両
つ
な
が
ら
寥
然
。
甲
山
墨
水
豈
に
遠
し
と
云
わ
ん
や
。
来
往

時
々
時
巨
篇
を
投
ぜ
よ
。(

先
韻 

仙
、
然
、
篇) 

復
た
に
意
味
が
あ
る
、
君
を
措
い
て
は
で
あ
る
。
外
に
李
白
に
く
ら
べ
る
よ
う
な
脱
俗
の
人
が
な
い
の
で
、
詩
酒
の
会
が
ま

こ
と
に
さ
び
し
い
。
甲
斐
の
山
々
と
墨
田
の
流
れ
は
さ
ま
で
遠
く
な
い
。
ど
う
か
時
々
来
往
し
て
立
派
な
詩
を
見
せ
て
下
さ
い

よ
。 講

仙
＝
天
上
界
か
ら
人
間
界
に
な
が
さ
れ
た
仙
人
と
い
う
意
で
、'

李
白
を
ほ
め
て
い
う
。
李
白
伝
に
、
「
賀
知
章
其(

李
白)

の
文
を
見
て
歎
じ
て
日
く
子
は
謫
仙
人
也
」
と
あ
る
。 

 

次
南
邨
兄
見
寄
韻
却
寄 

遙
寄
山
中
怡
悦
辭
。
襟
懷
閑
逸
字
還
奇
。
誦
來
坐
覺
白

雲
氣
。
懷
聘
高
人
弘
景
詩
。 

竹
雨
曰
。
白
雲
恰
悦
。
静
者
所
爲
。
人
臻
此
境
。
則
可
謂
達
道
。
兩
家
唱
酬
。
各
會

其
意
。
不
翅
措
詞
。
足
爲
妙
也
。 

遙
か
に
寄
せ
ら
れ
る
山
中
恰
悦
の
辞
。
襟
懐
閑
逸
、
字
も
ま
た
奇
。
誦
し
来
っ
て
坐
ろ
に
覚
ゆ
白
雲
の
気
。
懐

は
聘
す
高
人
弘
景
の
詩
。(

支
韻 

辭
、
奇
、
詩) 

は
る
ば
る
山
中
の
よ
ろ
こ
び
の
こ
と
ば
を
寄
せ
ら
れ
て
う
れ
し
い
。
胸
の
お
も
い
も
、
書
か
れ
た
文
字
も
ま
こ
と
に
面
白
い
。

口
ず
さ
む
と
そ
ぞ
ろ
に
白
雲
の
気
が
迫
っ
て
、
彼
の
山
中
の
宰
相
と
言
わ
れ
た
陶
弘
景
の
詩
が
思
い
出
さ
れ
る
。 

高
人
弘
景
の
詩
＝
斉
の
高
帝
嘗
て
問
う
、
山
中
何
の
有
る
所
ぞ
と
、
陶
弘
景
詩
を
以
て
対
え
て
曰
く
、
「
山
中
何
の
有
る
所

ぞ
。
嶺
上
白
雲
多
し
。
只
自
ら
怡
悦
す
べ
し
。
持
し
て
君
に
贈
る
に
堪
へ
ず
」
と
、 

尚
こ
の
賡
酬
に
つ
き
竹
雨
先
生
評
し
て
日
く
「
白
雲
の
恰
悦
は
静
者
の
爲
す
所
、
人
こ
の
境
に
至
れ
ば
則
ち
道
に
達
せ
り
と

云
ふ
べ
し
。
両
家
の
唱
酬
、
各
々
其
意
に
会
す
。
た
だ
に
措
詞
に
と
ど
ま
ら
ず
。
妙
と
な
す
に
足
る
。
」
と
。 

 

南
邨
兄
需
余
書
即
添
疊
韵
一
詩
以
贈 

醉
餘
驅
筆
寫
蕪
辭
。
心
氣
安
舒
字
稍
奇
。
造
句
平
生
慚

拙
速
。
任
地
博
笑
未
敲
詩
。 

酔
余
筆
を
驅
っ
て
蕪
辞
を
写
す
。
心
気
安
舒
、
字
稍
奇
な
り
。
造
句
平
生
拙
速
を
慚
づ
。
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
笑

を
博
す
未
敲
の
詩
。(

支
韻 

辭
、
奇
、
詩) 

疊
韻
と
は
、
原
詩
の
韻
を
用
い
た
の
が
次
韻
で
更
ら
に
そ
の
韻
を
重
ね
て
用
い
た
の
を
云
う
、
前
詩
と
こ
の
詩
の
関
係
が
そ

う
で
あ
る
。 

酔
っ
た
ま
ぎ
れ
で
つ
ま
ら
ん
こ
と
を
書
い
た
が
、
気
持
が
ゆ
っ
た
り
し
た
せ
い
か
字
は
少
々
面
白
く
出
来
た
。
拙
く
て
も
急



い
で
句
を
作
る
癖
が
あ
っ
て
は
づ
か
し
い
が
、
そ
れ
は
と
に
か
く
と
し
て
、
ま
だ
充
分
推
敲
し
て
な
い
詩
を
御
笑
覧
に
供
す
る
。

と
い
う
の
が
こ
の
詩
で
あ
ら
う
。 

 
観
源
氏
物
語
劇 

源
語
始
登
歌
舞
臺
。
光
芒
千
載
紫
姫
才
。
宛
看
祕
閣
舊

圖
巻
。
絢
爛
豪
華
驚
目
來
。 

竹
雨
曰
。
源
語
初
入
劇
。
曲
盡
意
態
之
妙
。
九
原
之
下
。
紫
姫
有
知
。
則
應
嫣
然
破

顔
也
。 

源
語
始
め
て
登
る
歌
舞
の
台
。
光
芒
千
載
紫
姫
の
才
。
宛
ら
看
る
秘
閣
の
旧
図
巻
。
絢
爛
豪
華
目
を
驚
か
し
て

来
る
。(

灰
韻 

臺
、
才
、
來) 

源
氏
物
語
が
初
め
て
歌
舞
伎
の
舞
台
に
登
さ
れ
た
が
、
千
年
来
光
る
源
氏
と
共
に
輝
き
を
放
っ
て
居
る
紫
式
部
の
才
筆
に
よ

る
こ
の
劇
は
、
あ
た
か
も
奥
深
い
御
殿
の
中
に
年
古
く
大
事
に
蔵
せ
ら
れ
て
来
た
絵
巻
物
を
繰
り
広
げ
て
見
る
よ
う
で
、
そ
の

立
派
な
こ
と
ま
こ
と
に
け
ん
ら
ん
と
し
て
豪
華
、
目
を
驚
ろ
か
す
ば
か
り
で
あ
る
と
い
う
感
激
。 

 

次
南
甫
君
見
似
韻 

偶
迎
詞
友
雨
餘
天
。
一
刻
清
談
日
似
年
。
緇
服
羡
君
閑

富
貴
。
出
門
自
在
學
詩
仙
。 

偶
ま
詞
友
迎
う
雨
余
の
天
。
一
刻
の
清
談
日
年
に
似
た
り
。
緇
服
羡
む
君
が
閑
富
貴
。
出
門
自
在
詩
仙
を
学
ぶ
。 

(

先
韻 

天
、
年
、
仙) 

雨
上
り
の
上
天
気
、
思
い
が
け
な
く
詩
友
が
見
え
た
。
話
に
興
が
乗
っ
て
春
日
遅
々
。
さ
て
僧
衣
の
君
が
閑
暇
に
富
み
、
自

由
に
出
歩
く
こ
と
の
で
き
る
詩
仙
ぶ
り
が
羨
ま
し
い
。 

 

輓
田
中
白
邨
君 

縦
横
健
筆
捲
風
塵
。
訃
至
惘
然
傷
我
神
。
平
昔
交
情
淡

如
水
。
狂
瀾
墨
海
有
爲
人
。 

縦
横
健
筆
風
塵
を
捲
く
。
訃
至
っ
て
惘
然
我
が
神
を
傷
ま
し
む
。
平
昔
交
情
淡
水
の
如
し
。
狂
瀾
の
墨
海
有
爲

の
人
。(

眞
韻 

塵
、
神
、
人) 

健
筆
を
縦
横
自
在
に
書
き
ま
く
っ
て
居
ら
れ
た
君
の
死
亡
通
知
を
受
け
て
惘
然
と
し
て
心
を
傷
め
た
。
昔
か
ら
淡
々
と
し
て



君
子
の
交
り
を
続
け
て
来
た
の
で
あ
っ
た
の
に
…
…
。
そ
れ
に
目
下
テ
ン
ヤ
ワ
ン
ヤ
の
書
道
界
、
こ
の
中
に
あ
っ
て
き
っ
と
何

か
や
る
な
と
期
待
し
て
居
た
の
だ
が
、
あ
ゝ
。 

 
次
韵
以
賀
驥
山
老
兄
受
藝
術
院
賞 

夙
尋
仙
迹
入
名
山
。
日
見
白
雲
過
行
關
。
藝
苑
推
譽
何

攪
意
。
古
稀
醉
佛
有
餘
閑
。 

竹
雨
曰
。
醉
佛
尊
者
讀
此
詩
。
應
破
顔
一
番
。
呵
呵
大
笑
也
。 

夙
に
仙
迹
を
尋
ね
て
名
山
に
入
る
。
日
に
見
る
白
雲
の
行
関
を
過
ぐ
る
を
。
芸
苑
の
推
誉
何
ぞ
意
を
み
だ
さ
ん
。

古
稀
酔
仏
余
閑
あ
り
。(

刪
韻 

山
、
關
、
閑) 

夙
に
名
山
に
入
っ
て
仙
人
の
生
活
に
入
り
、
日
日
竹
関
を
過
ぎ
る
出
雲
と
遊
ん
で
居
る
先
生
の
こ
と
だ
。
院
賞
な
ん
か
で
禅

定
を
乱
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
よ
も
あ
る
ま
い
。
古
稀
を
迎
え
た
酔
仏
先
生
に
は
そ
う
し
た
余
裕
綽
々
た
る
も
の
が
あ
る
筈
だ
。 

竹
雨
先
生
評
し
て
曰
く
、
酔
仏
尊
者
こ
の
詩
を
読
ま
ば
応
に
破
顔
一
番
呵
々
大
笑
す
べ
し
と
。 

こ
こ
で
ソ
ッ
と
、
酔
佛
尊
者
な
る
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
の
由
来
を
申
上
げ
る
。
驥
山
先
生
生
来
酒
を
好
む
。
お
若
い
頃
は
相
当
に

い
け
た
ら
し
く
、
飲
む
程
に
酔
う
程
に
興
昂
ま
り
、
御
機
嫌
を
と
り
結
ん
で
居
る
と
酔
興
益
々
甚
だ
し
く
な
っ
て
殆
ど
持
て
余

す
。
対
手
に
な
ら
ぬ
が
却
っ
て
無
事
。
そ
こ
で
「
酔
う
た
ら
ホ
ッ
ト
ケ
、
」
こ
れ
が
酔
仏
の
二
字
の
出
処
。 

 

次
白
香
山
北
院
韻 

爲
客
南
都
住
。
浮
圖
地
自
偏
。
鳥
啼
深
樹
裡
。
泉
迸
曲

房
前
。
翠
静
山
中
樂
。
忘
機
物
外
縁
。
劫
餘
飄
蕩
久
。

始
得
一
閑
眠
。 

客
と
爲
っ
て
南
都
に
住
す
。
浮
図
、
地
自
ら
偏
す
。
鳥
は
啼
く
深
樹
の
う
ち
。
泉
は
ほ
と
ば
し
る
曲
房
の
前
。

翠
静
山
中
の
楽
。
忘
機
物
外
の
縁
。
劫
余
飄
蕩
久
し
く
。
始
め
て
得
た
り
一
閑
眠
。(

先
韻 

偏
、
前
、,

縁
、
眠) 

白
香
山
は
唐
の
白
楽
天
。
さ
て
故
郷
を
離
れ
て
南
都
―
奈
良
に
住
み
つ
い
た
。
仮
り
住
い
の
浮
図
―
寺
塔
で
あ
る
が
こ
こ
で

は
帯
解
寺
―
は
辺
鄙
な
の
で
樹
木
が
深
く
鳥
が
盛
に
啼
く
、
泉
も
ほ
と
ば
し
り
涌
い
て
折
れ
曲
っ
た
庫
裏
の
前
を
流
れ
て
居
る
。

静
寂
が
習
わ
し
と
な
っ
て
山
中
に
居
る
楽
し
み
、
世
の
か
ら
く
り
も
忘
れ
、
物
欲
を
離
れ
て
の
仏
縁
を
得
て
戦
後
長
く
続
い
た

さ
す
ら
い
が
、
こ
こ
に
初
め
て
こ
の
様
な
安
眠
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。
と
詩
人
は
述
懐
さ
れ
た
。 

 

觀
門
野
重
九
郎
大
人
書
次
其
詩
韻 

不
接
温
容
已
幾
霜
。
干
戈
倥
傯
恨
何
長
。
無
端
今
見
大



人
筆
。
憶
騁
當
年
親
侍
傍
。 

温
容
に
接
せ
ざ
る
こ
と
已
に
幾
霜
。
干
戈
倥
傯
恨
み
何
ぞ
長
き
。
端
な
く
も
今
見
る
大
人
の
筆
。
憶
は
騁
す
当

年
親
し
く
傍
ら
に
侍
せ
し
に
。 

随
分
長
年
お
目
に
か
か
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
も
戦
争
の
さ
せ
た
わ
ざ
で
恨
め
し
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
偶
然
翁
の

書
を
発
見
し
て
、
幾
昔
前
に
翁
の
側
で
一
し
ょ
に
仕
事
を
し
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
と
、
久
濶
を
相
語
る
様
に
序
せ
ら

れ
た
作
で
あ
る
。
誠
に
文
は
人
也
。 

 

辛
卯
七
月
觀
早
實
對
明
治
高
校
野
球
戰 

一
打
一
投
攻
防
闌
。
危
機
來
去
幾
波
瀾
。
戞
然
飛
響
炎

天
下
。
決
勝
殊
勲
鳳
夢
鸞
。 

一
打
一
投
、
攻
防
闌
な
り
。
危
機
来
去
、
幾
波
瀾
。
戞
然
た
る
飛
響
、
炎
天
の
も
と
。
決
勝
の
殊
勲
ホ
ー
ム
ラ

ン
。(

寒
韻 

闌
、
瀾
、
鸞) 

投
げ
ま
し
た
。
打
ち
ま
し
た
。
ピ
ン
チ!! 

あ!!

球
は
高
い
。
ホ
ー
ム
ラ
ン
・
ホ
ー
ム
ラ
ン
・
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト!!! 

宛
然
実
況

放
送
で
あ
る
。 

 

宮
尾
荷
亭
翁
十
年
祭 

烏
飛
兎
走
十
星
霜
。
不
及
世
情
遷
轉
忙
。
戰
後
風
潮
翁

若
識
。
大
聲
叱
咜
罵
輕
狂
。 

竹
雨
曰
。
結
七
字
。
描
出
荷
亭
老
氣
概
。
無
復
餘
蘊
。 

烏
飛
兎
走
十
星
霜
。
及
ば
ず
世
情
遷
転
の
忙
が
し
き
に
は
。
戦
後
の
風
潮
翁
若
し
識
ら
ば
。
大
声
叱
咜
罵
憇
軽

狂
を
の
の
し
ら
ん
。(

陽
韻 

霜
、
忙
、
狂) 

烏
は
太
陽
の
異
名
で
あ
る
。
金
鴉
と
も
金
鳥
を
も
い
う
。
太
陽
の
中
に
三
足
の
鳥
が
居
る
と
い
う
伝
説
に
基
づ
く
。
兎
は
月

の
異
名
で
あ
る
。
月
の
中
に
兎
が
居
る
と
い
う
伝
説
に
基
づ
く
。
玉
兎
と
も
い
う
。
韓
琮
の
詩
に
「
金
烏
長
飛
玉
兎
走
」
と
あ

っ
て
、
烏
飛
兎
走
、
月
、
日
の
立
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
翁
の
歿
後
も
う
十
年
の
星
霜
―
歳
星
は
一
年
に
天
を
一
周
し
、
霜
は

年
毎
に
降
る
。
転
じ
て
と
し
つ
き
の
羲
、
従
っ
て
十
里
霜
即
ち
十
年
―
を
経
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
年
月
も
早
い
が
、
世

態
人
情
の
移
り
変
り
の
テ
ン
ポ
の
早
い
こ
と
！ 

と
り
わ
け
い
や
な
風
潮
は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
。
草
葉
の
陰
で
翁

も
、
そ
の
ざ
ま
は
な
ん
だ!! 

と
軽
は
づ
み
に
狂
い
廻
っ
て
居
る
連
中
を
叱
っ
て
居
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
此
声
は
詩
人
の
声
で

も
あ
る
。 

竹
雨
先
生
こ
の
詩
を
許
し
て
曰
く
「
結
七
字
、
荷
亭
老
の
気
概
を
描
き
出
し
て
復
た
余
蘊
無
し
」
と
。 

 



月
下
有
感 

觀
月
鮫
洲
又
柳
橋
。
華
筵
豪
客
擧
杯
邀
。
寒
齋
兀
坐
聽

蟲
語
。
後
二
十
年
三
五
宵
。 

月
を
観
る
鮫
洲
又
柳
橋
。
華
筵
の
豪
客
杯
を
挙
げ
て
邀
う
。
寒
斎
に
兀
坐
し
て
虫
語
を
聞
く
。
後
二
十
年
三
五

の
宵
。(

蕭
韻 

橋
、
邀
、
宵) 

筆
者
の
秘
笈
本
に
「
観
月
集
」
が
あ
る
。
昭
和
三
年
に
漱
雲
先
生
―
芳
翠
先
生
の
別
号
―
が
細
楷
を
以
て
全
文
を
写
さ
れ
た

立
派
な
作
品
で
あ
る
。
そ
れ
に
依
る
と
昭
和
丁
卯(

一
九
二
六)

十
月
八
日
の
タ
鮫
洲
川
崎
亭
で
、
同
十
月
十
日
夕
柳
橋
深
川
亭

で
、
当
時
の
富
豪
大
倉
喜
七
郎
男
の
催
し
で
天
下
の
詩
人
が
月
見
を
さ
れ
た
こ
と
、
そ
の
詩
作
品
と
共
に
詳
細
が
録
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
鮫
洲
や
、
柳
橋
の
豪
華
な
宴
席
で
、
天
下
の
詩
豪
と
共
に
杯
を
挙
げ
つ
つ
見
た
、
あ
の
明
月
、
月
に
変
り
は
な
い
け

れ
ど
。
二
十
年
後
の
三
五(

十
五
夜)

の
月
は
、
鳴
く
虫
と
我
と
だ
け
で
、
寂
し
く
こ
の
書
斎
で
眺
め
る
こ
と
で
あ
る
。
と
の
詩

人
の
感
慨
。 


